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１.国史跡指定までの経緯

（１）国史跡指定までの経緯

　史跡陸軍板橋火薬製造所跡は、明治 9 年 (1876) から昭和 20 年 (1945) まで稼働し

た陸軍板橋火薬製造所および火薬研究所の施設であった遺構・歴史的建造物で構成さ

れている。ここでは終戦から平成 29 年の国史跡指定に至るまでの経緯を示す。

　戦前、東京第二陸軍造兵廠に属していた火薬製造所は、昭和 20 年 8 月の終戦によ

って稼働が終了し、同年 11 月の陸軍省の廃止にともない解散された。全国に存在す

る旧軍用地の敷地・施設は、連合国に接収され、国有地として国が管理することとな

った。同年 9月、陸軍省は全国の旧軍用地の処分に関する方針を示し、利用希望申請

の受付を開始した。当初、国有地の管理を担当する機関は内務省であったが、同省の

廃止後、国有地の管理は大蔵省に移された。また昭和 21 年、GHQ によって全国の陸

軍造兵廠、海軍工廠などは賠償指定工場となったため、利用希望者は東京都渉外部を

通して申請を提出し、アメリカ軍から許可、指令を受け、利用の可否が決定された。

　陸軍板橋火薬製造所の跡地において利用許可を受けたのは、結果的に民間の工場や

学校や研究所などで、現在の史跡指定地に当たる地区には野口研究所と理化学研究所

が、ともに昭和 21 年に入居している。なお、この時点で加賀公園に当たる箇所は、

野口研究所敷地の一角 ( 東側部分に当たる ) であったが、昭和 46 年、この土地を野

口研究所が国に返還し板橋区が財務省から借地し、加賀公園が設置された。こうして

史跡指定地は、石神井川の南岸側に野口研究所と加賀公園、北岸側に理化学研究所板

橋分所が立地することとなり、およそ 70 年間使用されてきた。

　ここまでが終戦から野口研究所・理化学研究所の入居、さらに区立加賀公園の設置

までの経緯であるが、これより平成 29 年 (2017)10 月同地が史跡指定を受けるまでの

間については、3 ヶ所の使用歴や土地取得の経緯はそれぞれ異なるため、以下では施

設ごとにその経緯と歴史的価値を示す。

　まず旧野口研究所跡地に関しては、平成 26 年 6 月、野口研究所による研究所の整

備および跡地の開発計画を受け、板橋区は当該地区の文化財的価値に鑑み、「旧東京

第二陸軍造兵廠内火薬研究所等近代化遺産群調査団」を結成し、遺構・歴史的建造物

の総合調査を実施し、歴史的価値を明らかにした。また平成 30 年 2 月に、板橋区土

地開発公社は、野口研究所からマンション建設のため開発事業者に譲渡されていた同

地の一部を取得しているが、土地取得の経緯については、第 2 章 4� (3)「旧野口研究

所跡地の土地所有に関する経緯」（148 ～ 149 頁参照）において詳述する。

　理化学研究所板橋分所は、昭和 21 年 8 月の入居から平成 28 年 3 月に閉所されるま
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で 69 年間使用されてきた。平成 23 年度に、独立行政法人理化学研究所は、行政の効

率化施策の一環として、土地・建物の有効活用をめざし、板橋分所を廃止・売却し、

国庫への返納を計画していた。この計画を受け、板橋区では産業遺産の活用に加え、

文化財保護の観点から、野口研究所との一体的な整備を検討し、理化学研究所との間

で譲渡協議を開始した。その後、平成 29 年 4 月 10 日の土地評価審議会を経て、4 月

28 日に板橋区土地開発公社が売買契約を結んで取得し、6月 1日には所有権移転登記

が完了した。

　区立加賀公園は、先述の通り昭和 46 年 2 月 6 日に板橋区が大蔵省（現財務省）と

国有財産無償貸付契約を締結後、公園として整備し、昭和 46 年 4 月 1 日より供用を

開始した借地公園である。以来、現在に至るまで区立公園として供用され続けている。

なお加賀公園は、築山など江戸時代の加賀藩下屋敷平尾邸の回遊式庭園の遺構が残

ることから、昭和 63 年度に「加賀藩前田家下屋敷跡」という名称で板橋区の記念物

（史跡）として文化財登録されている。

　上記の 3ヶ所について板橋区は、学術調査を実施して文化財的価値の把握に努め史

跡の指定につなげたが、その経緯については第 2 章 3� (4)「史跡調査の概要」（47 ～

49 頁参照）において述べる。

　平成 29 年 1 月、板橋区は文化財保護法第 189 条に基づき、旧野口研究所跡地、区

立加賀公園、旧理化学研究所跡地が史跡に指定されるよう文部科学大臣に対して、東

京都を通じて意見具申を行い、同年 6 月 16 日、文化審議会より文部科学省へ答申が

なされ、同年 10 月 13 日付文部科学省告示第 137 号によって「陸軍板橋火薬製造所跡」

として国史跡に指定された。また平成 30 年 3 月、同所は「陸軍板橋火薬製造所跡」

として、板橋区の記念物（史跡）に登録された。

（２）今後保護を要する範囲

　平成 29 年 1 月に提出した国史跡指定意見具申書の中では図６の通り、指定地 ( 赤

枠線 )に加え、今後保護を要する範囲 (黄色枠線 )を示している。この範囲は、陸軍

板橋火薬製造所および陸軍工科学校板橋分校の旧範囲と、現在の歴史的建造物・遺構

の残存状況に鑑み、設けたものである。
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図６：国史跡指定範囲と今後保護を要する範囲

２.国史跡指定の概要

（１）指定告示

　以下、文部科学省告示第 137 号より、指定告示に関する内容を引用する。

(以下引用文 )

　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 109 条第 1 項の規定により、次の

表に掲げる記念物を史跡に指定したので同条第 3項の規定に基づき告示する。

　平成 29 年 10 月 13 日� � 文部科学大臣　林　芳正

(中略 )

陸軍板橋火薬製造所跡

東京都板橋区加賀一丁目

3356 番 121 のうち、実測 2858.99 平方メートル、3356 番 148、3356 番 149、

3356 番 177、3356 番 178

備考� 一筆の土地のうち一部のみを指定するものについては、地域に関する実

測図を東京都教育委員会及び板橋区教育委員会に備えおいて縦覧に供する。

(以上、告示より引用 )
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（２）指定区域・面積

総面積：12,553.12 ㎡　※ただし、石神井川は除く。

� 　内訳� 旧野口研究所　　4,430.10 ㎡

� � 　　　旧理化学研究所　2,858.99 ㎡

� � 　　　加賀公園　　　　5,264.03 ㎡

（３）指定理由

　陸軍板橋火薬製造所跡が国史跡の指定を受けた理由について、『月刊文化財』(9 月

号、648 号 ) では、以下の通り説明されている。

(以下引用文 )

陸軍板橋火薬製造所跡

東京都板橋区

　陸軍板橋火薬製造所跡は、明治九年（一八七六）に開業し、昭和二十年の終戦

まで続いた官営の西洋式火薬製造所跡である。板橋区の南東端で、荒川水系の石

神井川の両岸の谷底低地に位置する。

　陸軍板橋火薬製造所は、明治四年に兵部省が旧加賀藩江戸下屋敷の一部に土地

を確保し、明治九年に砲兵本廠板橋属廠として発足した、明治政府が初めて新設

した火薬製造所であった。下屋敷では、屋敷内に石神井川が流れ込み、水車小屋

が設置され大砲鋳造が行われていたが、製造所では江戸幕府がベルギーから購入

していた圧磨機を使って、石神井川の水力を利用して黒色火薬を製造した。そし

て、明治十年に初めて検速儀を使った火薬試験射撃が行われた。これにより、火

薬の性能を判定し、用途に応じた火薬の規格が定められた。明治新政府軍の火薬

は旧薩摩藩から引き継がれた鹿児島の敷根火薬製造所で作られていたが、明治十

年に勃発した西南戦争により敷根火薬製造所が破壊され、板橋が唯一の火薬製造

所となった。明治十二年には同火薬製造所となり、同十五年に群馬県の岩鼻に火

薬製造所が新設されたことから同板橋火薬製造所となった。火薬は軍事のみでは

なく鉱山や土木でも使われたが、同十七年に政府は民間での火薬類生産を禁止し

ており、民間での製造許可が出る大正六年まで、政府が独占的に火薬を生産する

ことになる。板橋の火薬は軍用と民用があり、民用は猟用黒色火薬として販売さ

れた。明治二十六年からは綿火薬を主とする無煙火薬の製造が本格化し、また、

爆発事故などがあり火薬の安定度の研究が必要となったことから同三十六年には

板橋火薬製造所内に陸軍火薬研究所が設置された。これは日本初の近代的な理工

学系研究所であった。同三十七年の日露戦争の勃発で無煙火薬の増産がされ、翌

年からは工場の大拡張が行われた。その後大正四年に敷地の拡張がさらに行われ

た。大正十二年には陸軍火工廠の所属となり、その後昭和十五年に東京第二陸軍
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造兵廠板橋製造所となって終戦を迎える。戦後は、広い敷地は様々に払い下げら

れ、そのうち石神井川に沿った北側は理化学研究所に、南は野口研究所や公園と

なった。

　野口研究所一帯の開発計画にあたり平成二十六・二十七年度に板橋区教育委員

会によって建造物調査、文献調査などが行われた。現存する遺構としてはまず、

明治十年以来試験射撃の射
し ゃ だ

垜に使われたと考えられる築山がある。加賀藩邸にあ

った築山を改変したもので、石神井川南側にあり、規模は東西六〇メートル・南

北三〇メートル、高さ五メートル、射
し ゃ だ

垜幅は約四メートル・高さ五メートルであ

る。その西正面には五〇メートル離れて昭和期の露天式発射場跡が位置し、発射

場跡の両側には爆発の広がりを防ぐための高さ二・七メートルの土塁がある。発

射場跡の南には、昭和十八年から昭和二十年に建築された鉄筋コンクリート造の

燃焼実験室が建ち、そこから東に現存長三〇・五メートルの弾道管が延び、掩蔽

式射場となっている。これらの施設の北側には、昭和期に建てられた銃器庫、火

薬貯蔵室（加温、常温、地下）が残り、爆薬製造実験室の一部については移築し

て保存する予定である。また、石神井川北側には明治四十年建築の煉瓦造平屋建

物で、昭和期に鉄筋コンクリートで増築された物理試験室や、昭和期に建てられ

た鉄筋コンクリート平屋、地下一階建の爆薬理学試験室のほか、電気軌道レール

も残る。なお、物理試験室については戦後に理化学研究所の研究室として利用さ

れ、湯川秀樹、朝永振一郎らがここで研究した。このように火薬を作るうえで必

要な、研究、実験、製造、貯蔵などの一連の工程を示す遺構がそろっており、明

治から昭和にかけての陸軍による火薬の製造の在り方を理解することができる。

　以上のように陸軍板橋火薬製造所跡は、明治政府によって初めて新設された火

薬製造所であり、かつ、初めて設置された近代的な理工学系の研究所跡である。

また、明治から大正にかけての軍による独占的な火薬生産の状況とその後も含め

た生産の拡張、西洋計測技術の導入の実態を示すものとして、広範囲に遺存状況

が良好なのは首都においてはほかになく、全国的にみてもまれである。よって史

跡に指定し保護を図ろうとするものである。

（引用文以上、文化庁文化財部監修『月刊文化財』9月号 (648 号、第一法規 )10 ～ 11

頁より抜粋）

３.史跡指定地の概要

（１）自然的環境

①史跡地の位置

　東京都板橋区は、東は北区、西は練馬区、南は豊島区、北西は和光市、北は戸田市

と接しており、東京都 23 区のうち北西部に位置している。面積は 32.22 平方キロメ
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ートルで 23 区中 9 番目の広さである。経緯度は東経 139 度 37 分から 44 分、北緯 35

度 43 分から 48 分の間にある。史跡指定地は加賀一丁目に位置し、板橋区の東南部に

あたる。

②地形・地質

　板橋区は、北東部の荒川沿いの沖積地と、中央・南西部の洪積台である武蔵野台地

からなる。板橋区の地形は台地と低地から成り立っており、台地は区の中央および南

西部の洪積台である武蔵野台地、低地は区の北東部の沖積地である荒川低地である。

　史跡指定地は武蔵野台地東端の本郷台という舌状台地群に位置し、石神井川が流れ

る地域である。石神井川は東京都小平市を水源とし、区南部を東西に走る一級河川で、

史跡指定地周辺で武蔵野台地の東端の本郷台に入り、大きく南東に蛇行する。また、

石神井川流域には比較的広い谷が形成されているが、谷の深さは 10 ｍ未満で、概ね

緩やかな谷地形となっている。昭和 33 年 (1958) に発生した狩野川台風では、石神井

川流域に洪水被害をもたらし、翌年以降本格的に河川改修・護岸工事が実施された。

（２）歴史的環境

　ここでは、史跡指定地の歴史的な経緯を通観し、特に複雑な経緯を持つ板橋火薬製

造所・火薬研究所の組織変遷と敷地変遷について確認する。

①加賀藩江戸下屋敷平尾邸と板橋火薬製造所の建設

　明治 9 年（1876）8 月に発足した陸軍砲兵本廠板橋属廠（板橋火薬製造所）は、現

在の板橋区加賀一・二丁目、板橋一・三丁目に広がる加賀藩前田家の江戸下屋敷平尾

邸の跡地の一部に所在している。この平尾邸は、延宝７年（1679）、前田家が板橋宿

平尾の約６万坪の土地を拝領したことに始まり、最終的には約 21 万８千坪の広大な

敷地へと拡張され、江戸と周辺地域に展開する大名屋敷の中でも最大の面積を有して

いた。下屋敷となる以前、この地は東光寺領と観明寺領、王子村領、山中村領、馬場

村領、平尾村領に当たっていた。屋敷内には池泉回遊式大名庭園が広がり、藩主前田

家の別荘として利用されていた。

　当屋敷の地理的環境の特色として、敷地に隣接する中山道、下板橋宿を横断して流

れる石神井川が南東方向に流れを転じ、屋敷内に流れ込んでいる点がある。嘉永６

年 (1853) 以降、加賀藩は平尾邸内で西洋流の大砲鋳造を開始するが、それに際して、

大砲の砲身に穴を穿つための動力として邸内を流れる石神井川に架かる水車が重要な

役割を果した。

　元治元年 (1864) 以降、幕府による大砲製造所や火薬製造所の建築が計画されるが、

その立地には水流の確保が重要であることから、石神井川や千川用水の末流に当たる
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滝野川・王子地域が工場の適地と判断され、建設が進められた。その後、幕府の崩壊

によって滝野川地域の軍工場化は頓挫した。

　明治元年（1868）10 月、平尾邸は、明治新政府によって加賀藩に下賜されるが、

同４年６月の廃藩置県に先立ち、当地は新政府へと上地された。廃藩置県後は浦和

県の管轄となり、11 月には東京府に引き渡された。これらの動きと並行するように、

同年９月には、兵部省が正院に対して、板橋金沢旧邸（下屋敷平尾邸）を火薬製造所

の用地として引渡しを求めている。

　兵部省は、石神井川流域の滝野川・王子一帯を、幕府の軍工場計画を受け継ぐ「造

兵必用の地」とし、板橋地域を「兵事第一必用の火薬製造の場所」と位置づけた。同

年 12 月、兵部省は「平尾金沢県邸」の上地にともない、平尾邸の北西側にあたる現

在の加賀二丁目を中心とした「三万五千六百二十坪余」の地区を製造所用地として新

政府に要求した。同 7 年 8 月、兵部省は金沢藩邸の一部を受領し、造兵司属地とし、

火薬製造所の建設が進められた。

　同９年 12 月、火薬製造所が落成し、陸軍砲兵本廠板橋属廠（板橋火薬製造所）が

発足した。この時には、慶応元年（1865）から艦船運用術・砲術・火薬製造など

を研究するために欧州へ留学していた旧幕臣の澤太郎左衛門が命をうけ、慶応３年

(1867) に、すでにベルギーから購入していた黒色火薬製造用の「硝石圧磨機」（圧磨

機圧輪、区指定記念物・史跡）も板橋火薬製造所建設事業に引き継がれた。澤は、新

政府軍へと投降して釈放された直後の、

明治５年に兵部省へと出仕し、板橋に

おける火薬製造所建設にも中心的な役

割を果たした。

　完成した火薬製造所では圧磨機圧輪

を使って黒色火薬が製造されるが、そ

の設置場所は、現在の加賀二丁目 15 番

地周辺と考えられる ( 史跡指定地外、

ただし「圧磨機圧輪記念碑」が加賀一

丁目 10 に残る )。当工廠は、その後、「板橋火薬製造所」と改称され、組織の改編を

経て、最終的な終戦時の呼称は東京第二陸軍造兵廠・板橋製造所 (通称二造 )となっ

ている。組織の改編については後掲した「陸軍板橋火薬製造所の組織変遷」( 表３参

照 )の通りである。

　なお石神井川・千川用水の流域である滝野川・王子一帯は、幕末期に幕府の大砲製

造・火薬製造の場として用地買収され、製造所群としての整備が図られた。明治期に

なるとこれらの製造所跡地の一帯は新政府に引き継がれ、王子には抄紙工場、滝野川

には醸造試験場などが建設された。

圧磨機圧輪記念碑
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　また後年になるものの、史料からも、この時期の火薬製造所の範囲を確認すること

ができる。明治 13 年、郡村書換係によって作成された「明治十三年　官有地明細簿」

(東京都公文書館所蔵「東京府文書」)には「陸軍省火薬試験場敷地」の地番、地目、

反別、持主が記され、下板橋宿金沢 3360、3361、3362( 一部 )、3383、3384、3415、

3416、3417 番地が試験場とされている。この地番は、東京法務局板橋出張所に残さ

れている公図 (明治年間に作成 )によって、現在位置が確定できる。

3360 番地� 加賀一丁目 13 番

3361 番地� 加賀一丁目 12 番

3362 番地 (一部 )� 加賀一丁目 9番

3383 番地� 加賀一丁目 8番 (旧野口研究所跡地 )

3384 番地� 加賀一丁目 8番 (旧野口研究所跡地 )

3415 番地� 加賀一丁目 8番 (旧野口研究所跡地 /史跡指定地 )

3416 番地� 加賀一丁目 8番 (加賀公園、旧野口研究所跡地 /史跡指定地 )

3417 番地� 板橋四丁目 49 番 ( 区立板橋第五中学校北側敷地 )

　

　以上の場所は、明治 9年に設置された火薬製造所 (砲兵本廠板橋属廠 )東側に位置

する。特に 3415 番地、3416 番地は、史跡指定地 (旧野口研究所跡地部分 )に当たる。

これまでの調査では、火薬製造所において明治 10 年から「板橋属廠にて製造の火薬

試験の為め、右廠内適宜の場所に於て自今小銃始試発」が開始されることがわかって

おり、加賀公園の築山が射
し ゃ だ

垜として使用されたと考えられるが、明治 13 年の「官有

地明細簿」および公図の記述は、それに符合する内容となっている。

表３：陸軍板橋火薬製造所の組織変遷

年　代 組　織　変　遷
明治 8 年

1875

砲兵本廠 板橋属廠

明治 12 年

1879

東京砲兵工廠 火薬製造廠

明治 15 年

1882

( 改称 ) 板橋火薬製造所

明治 38 年

1905

東京砲兵工廠 板橋製造所

大正 12 年

1923

陸軍造兵廠　火工廠 板橋火薬製造所

昭和 15 年

1940

陸軍兵器本部　陸軍造兵廠　東京第二陸軍造兵廠 板橋製造所

終戦時

1945

陸軍兵器行政本部　陸軍造兵廠　東京第二陸軍造兵廠 板橋製造所
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②火薬製造所時代の敷地の変遷Ⅰ：明治 4～ 30 年

　既述の通り、板橋火薬製造所は、加賀藩下屋敷平尾邸の跡地に設置された。下屋敷

は延宝 7年 (1679) に約 6万坪を拝領して以来、最終的には約 21 万 8 千坪の広大な敷

地に拡張され、江戸と周辺地域に展開する大名屋敷の中でも最大の面積を有していた。

【参照：39 頁の図７、敷地変遷図①】

　明治 4 年 (1871)� 9 月、旧加賀藩下屋敷の敷地のうち 3 万 5,620 坪が、火薬製造所

の用地とするために兵部省へと引き渡された（明治 4 年「平尾金沢県邸之図」・資料

編 1-1）。明治 9 年には火薬製造所の操業が開始され、同 10 年には、製造所隣接地に

火薬試験場が設置されている。この間、地図上では製造所敷地・面積の大きな変動は

確認できないが ( 明治 14 年「第一軍管地方二万分一迅速図・フランス式彩色地図」・

資料編 1-2)、明治 14 年に作製され、同 20 年に発行された「陸地測量部・東京近傍図」

（資料編 1-3）には、明治 21 年に開通する「王子新道」の建設途中の段階と考えられ

る道路付が描かれている。また、製造所構内と道路の境界は、明治 19 年の段階で陸

軍省用地となっていた火薬試験場敷地を含んだものとなっている。

　明治 26 年に作製された「東京府武蔵国北豊島郡全図」（資料編 1-4）によると、「陸

軍火薬製造所」敷地全体が色づけされており、明治 13 年図と比較すると製造所敷地

がやや拡張されている。火薬試験場敷地部分は色づけされていないが、点線によって

囲われ、構内との敷地の連続性が表記されている。この敷地の拡張は、無煙火薬製造

の本格化と綿火薬製造所の増築などが目的と考えられる。

　以上のように、火薬製造所の範囲は徐々に拡張されていった。明治 14 年の段階を

基に、火薬製造所の範囲を現在の地図に落とし込むと、敷地変遷図②のようになる。

この時期、現在の史跡指定地は、火薬製造所の範囲ではなかった。しかし、後述の通

り、築山周辺の地区は火薬試験場として使用されていた。

【参照：39 頁の図７、敷地変遷図②】

③火薬製造所時代の敷地の変遷Ⅱ：明治 38 ～ 44 年

　明治 38 年の「東京工廠銃砲製造所敷地ニ関シ検査官非難ノ件（「明治三十八年伍大

日記九月」）に付された板橋火薬製造所の敷地図を見ると、明治 26 年の地図とは大き

く姿が変わっている。敷地が大幅に拡張され、後に本部が設置される敷地（加賀一丁

目 10 番・区立東板橋体育館や区立加賀西公園付近）や、石神井川左岸の材料倉庫な

どが製造所の敷地に組み込まれており、全体が現在の JR 埼京線方向まで広がってい

る。この大規模な敷地の拡張は、明治 37 年 2 月の日露戦争勃発に起因するものと考

えられる。当該期は製造所内において無煙火薬が増産されるとともに、明治 38 年か

らは板橋火薬製造所のみならず、各軍工場において大規模な拡張工事が着手されてい
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る。

　明治 42 年に作製された大日本帝国陸地測量部による「王子」図（資料編 1-5）は、

明治 38 年における製造所敷地図と構内にある建物配置などを含めた詳細図である。

とくに注目される点は、構内の火薬試験射撃場の記載とその形状である。当図による

と試験射撃場全体が土塁で囲われており、その範囲はほぼ旧野口研究所 (加賀一丁目

8 番地 ) 一帯と重なることが読み取れる。東側には加賀藩江戸下屋敷時代の築山（区

立加賀公園）が描かれ、築山西側の一部が削られた形状となっており、築山が試験射

撃の「的」となっていたことを示している。明治 44 年に東京逓信局が作製した「東

京府北豊島郡板橋町」図（資料編 1-6）には、板橋火薬製造所・板橋火薬研究所の範

囲が示されているが、明治 42 年図（資料編 1-5）に比べて北側部分の、後に「東京

工廠共用地」と呼ばれる部分が広がっている。

　明治 42 年図 (資料 1-5) に基づけば、この時期の火薬製造所の範囲は、敷地変遷図

③の通りである。【参照：40 頁の図８、敷地変遷図③】

④火薬製造所時代の敷地の変遷Ⅲ：大正 10 年～昭和 18 年

　次に、火薬製造所の敷地拡大が明らかになるのは、大正 10 年代から昭和 10 年代の

ことである。しかしこの間については、史料的限界があり、大正 10 年代まで敷地拡

大がなかったとは断定できない。この時期の火薬製造所の状況については、今後も継

続的に史料収集に努め、検討する必要がある。

　大正 12 年の、「関東地方震災関係業務詳報附表及附図」( 防衛研究所所蔵「文庫 -

柚 -375」・資料編 2-1) は、大正 10 年 4 月に新調された構内図を下図にして、同 12

年 9 月に発生した関東大震災での建物被害の状況を落とし込んだものである。先の東

京逓信局「板橋町」図（資料編 1-6）の作製から 21 年後の板橋火薬製造所の姿が確

認されるが、現在の帝京大学部分にあたる敷地が増えており、ほぼ終戦時の東京第二

陸軍造兵廠板橋製造所の構内と同規模となっている。また、射撃場全体の周囲は土塁

で囲われ、その中に露天式射撃場が新たに設置されている。

　昭和 9年に作製された「昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」の付図（資

料編 2-2）では、発射場・射場に加え、弾道射場が記載されている。この時点ではじ

めて弾道管 (トンネル射場、掩蔽射場 )の設置が確認される。

　昭和 14 年図（資料編 2-5）では火薬製造所内に「研究所用地」が明記されている。

これは同 12 年 7 月に「陸軍造兵廠令」が改正 ( 勅令第三百七十五号 ) された結果、

東京と大阪に置かれていた研究所が従来の「火工廠研究課」から「陸軍研究所東京研

究所」へと改称され、造兵廠の直轄組織になったためと考えられる。昭和 15 年にな

ると板橋に東京第二陸軍造兵廠が置かれ、「火工廠」と「東京研究所」の組織を引継

いで、終戦を迎えた。この時期の火薬製造所の範囲が、おおよそ終戦時まで引き継が
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れることとなる。

　戦後、火薬製造所の跡地には、研究所や学校、工場などが入居し、敷地や建物、施

設が引き続き使用されることとなった。戦後 70 年以上が経過し、利用用途に合わせ

た建物等の増改築、マンション建設等による開発事業が実施されたことで、遺構・歴

史的建造物がまとまって現存する地区は僅かとなっている。

【参照：40 頁の図８、敷地変遷図④】

⑤史跡指定地の位置づけ

　当地は、明治 10 年に、製造所で作られた火薬の性能試験を行うために、製造所近

傍の適宜な場所で小銃発放速力試験が検速儀を使用して行われた試験場であり、近代

的測定技術を導入した近代的砲術科学の嚆矢と位置づけられる。史跡指定範囲は、こ

の日本最古の射場遺構である「陸軍省火薬試験場」の一部である。

　なお、当射場の構造や機能については、現状では文献史料においてその詳細を確認

することは出来ないが、同時期に火薬性能実験にも使用された陸軍越中島射的場の機

能から類推すると、土垜や射線区域標杭、土塁・電気室・臼砲台に類似した設備があっ

たものと考えられる。また、試験発射を行う上では「的」が必要であり、加賀公園に

残る平尾邸時代の「築山」が「標的」として射場機能の中核を担っていたとものと考

えられる。

　明治 21 年には、板橋宿・王子間の間道である「王子新道」が板橋火薬製造所なら

びに火薬試験場 (発射場 )に沿うように建設され、製造所の一部は道路付けによって

構外地となった。新道は試験場の南側を、「築山」と「旧大池」との間の狭隘地に敷

設され、道路面から 2間ほどの小高い丘の上の林地に「試験場」や「築山」が展開し

ていた。図面類からは道と製造所の間には「溝」が設けられており、通行の支障とな

らないように射場には土塁が巡らされたものと考えられる（明治 42 年作製の大日本

帝国陸地測量部「王子」図・資料編 1-5）。この範囲が明治 10 年設置当初の、日本最

古の「陸軍火薬試験場」を示しているものと考えられる。なお、道路によって分割さ

れた敷地は、明治 41 年に開校する陸軍工科学校板橋分校用地となっている。

　明治 37 年に勃発した日露戦争によって、火薬製造所敷地は拡張され、構内の建造

物や設備は拡充し、製造所機能も一新した。さらに明治 38 年 4 月には、岩淵町字稲

付 ( 現北区西が丘 ) に火薬試験射撃場が新設されたため、当地の「火薬試験場射場」

は機能が一時停止した。

　その一方で明治 36 年には陸軍火薬研究所が発足しており、旧「火薬試験場」敷地

内に研究所が設置された。その後、大正 10 年の状況を示す板橋火薬製造所の図面（「関

東地方震災関係業務詳報附表及附図」・資料編 2-1）には、試射場の築山にむけて露
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天式射場が、昭和 9 年に作製された「昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」

の付図（資料編 2-2）には同じく築山にむけて「弾道管」が設置されており、当該地

域の火薬研究機能は昭和初年の研究施設やエリアの拡充によって研究実験にともなう

試験の必要性から「射撃場機能」は残され、再整備されたものと考えられる。

　昭和９年以降になると、研究エリアが石神井川の北側まで拡張され、旧理化学研究

所板橋分所の旧 357 号家（爆薬理学試験室）や旧 255 号家 (物理試験室 )などを含ん

だ地域となっている。

　以上、陸軍板橋火薬製造所は、創設期以降、火薬製造業務に加えて、研究調査や火

薬に関する全ての技術的事項を担当する、陸軍火薬製造・研究部門の中心的存在であっ

た。明治 36 年に陸軍火薬研究所が設置された後も、製造技術関係の研究は継続され、

またその立地が陸軍火薬研究所と隣接していたため、製造所自体も研究結果について

の工業的実験工場としての性格を有していた。

　史跡指定範囲は、広大な火薬製造所の一部であり、火薬研究施設を中心とするもの

であるが、その歴史的変遷と史跡の性格や価値からみて、生産エリアと研究エリアが

一体となっており、分割することはできないものと考えられる。

　

　なお史跡指定地周辺を広域的に捉えると、産業との関係も浮き彫りとなる。

　戦前において板橋区、北区周辺は陸軍の火薬・兵器製造に関する機関が集中して所

在しており、史跡指定地の北側の板橋区志村、清水町、北区西が丘、赤羽西には、戦

前まで兵器の製造、購買、保管、支給などの機能を担った陸軍兵器補給廠板橋兵器庫

が、指定地の東側の北区には第一陸軍造兵廠が位置し、昭和期になると第一陸軍造兵

廠の内部に、光学機器生産の中枢を担った精器製造所が設置されていた。またこうし

た立地を背景に、民間の下請け工場も多く集中していた。

　さらに大正 12 年 (1923) の関東大震災後に、東京市は大正 14 年に「帝都復興計画」

を策定し、志村地域が工業地域内甲種特別地区に指定された。第一次世界大戦以降、

全国的に工業発展が進んでいた状況も相俟って、この時期、志村地域に東京光学機械

(現株式会社トプコン )、大日本セルロイド工場等の大工場が建設された。

　このように、戦前から当地域では近代産業の展開が見られ、特に光学産業は戦後も

継続し、光学産業を中心とする志村地域、「工都板橋」を形成する要因となった。
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図７：板橋火薬製造所の敷地変遷図①・②
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図８：板橋火薬製造所の敷地変遷図③・④
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第２章　史跡指定地の概要と現況

（３）社会的環境

①板橋区の成立

　明治維新を経て板橋地域は東京府に編入され、明治 22 年（1889）の町村制実施に

より、板橋町、上板橋村・志村・赤塚村にそれぞれ役場を開設した。その後板橋地域

は、昭和 7年（1932）、市郡併合によって、隣接２町７村（北豊島郡板橋町・練馬町・

志村・上板橋村・赤塚村・中新井村・上練馬村・石神井村・大泉村）の区域を合わせ

て東京市の管轄下となり、東京市 35 区の一つとして「板橋区」が誕生した。

　戦後、昭和 22 年には特別区制度の実施に伴い板橋区もその制度下に置かれ、さら

にその年、本区の面積の約 60％を練馬区として分離し、現在の板橋区となった。

②人口と世帯

　平成 30 年 10 月現在の板橋区の人口は 565,782 人、世帯数は 307,989 世帯である。

推移を見ると、人口、世帯数ともに増加が続いているが、近年平均世帯人員について

は減少し続けており、単独世帯化や核家族世帯化が進行していると考えられる。

　また、当該史跡のある板橋区加賀一丁目は、区の傾向と同様、人口、世帯数が平成

26 年 10 月時点の 3,422 人、1,397 世帯から平成 30 年 10 月時点の 5,102 人、1,945

世帯と増加しているとともに、平均世帯人員は区の傾向と異なり平成 26 年 10 月の

2.45 から平成 30 年 10 月の 2.62 へと増加している。これは平成 26 年以降大型マン

ションの建設が続き、ファミリー世帯の転入が増加した影響であると考えられる。

図９：人口・世帯数の推移
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③交通

　板橋区域には中山道 (国道 17 号線 )、川越街道 (国道 254 号線 )、環状 7号線、環

状 8号線、首都高 5号線などが走り、また鉄道は東武東上線、都営三田線、ＪＲ埼京

線、東京メトロ有楽町線・副都心線が通っている。またバス路線については、北はさ

いたま市・志木市、東は越谷市、西は練馬区・中野区方面に広がり、鉄道の各駅に路

線が接続している。

　史跡指定地は都営三田線新板橋駅 (指定地からの直線距離約 450m、以下同 )・板橋

区役所前駅 (約 1,000m)・板橋本町駅 (約 1,600m)、東武東上線下板橋駅 (約 950m)・

大山駅 ( 約 1,700m)、ＪＲ埼京線板橋駅 ( 約 800m)・十条駅 ( 約 850m) 等近隣の各駅

からアクセスすることができる。

図 10：世帯人員の推移

図 11：板橋区の鉄道路線と乗降者数
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第２章　史跡指定地の概要と現況

④産業

　平成 26 年経済センサス基礎調査の結果によると、板橋区の産業構造（業種別構成比、

図 12 参照）は、事業所数では卸売業・小売業、宿泊業・飲食サービス業、製造業の順で、

従業者数は、医療福祉、卸売業・小売業、製造業の順となっている。また製造業と医

療福祉については、事業所数及び従業員数ともに 23 区の平均値を上回っており大規

模な工場や病院が多いことを示している。

　また板橋区は「工都」と呼ばれ、23 区内で随一の

内陸部工業専用地域を有するなど、東京都を代表す

る工業地帯である。平成 27 年工業統計調査結果に

よると、事業所数は 23 区中 8位、従業者数で同 2位、

製造品出荷額等が同 2 位と、何れも 23 区で上位で

あり、特に光学技術に代表される伝統に裏打ちされ

た高度な製造技術を有する企業が、付加価値の高い

製品を生み出している。

　また板橋区の商業の歴史は古く、江戸時代の中山道や川越

街道の宿場町にさかのぼる。現在も90商店街が区内に立地し、

地元に密着した庶民的で親しみやすい商店街が形成されてい

る。

　農業については、現在東京 23 区内で農地が存在するのは板

橋区を含めた 11 区であり、首都東京における貴重な農地を形

成している。区内の農作物等の作付面積は 1,773.1 アールで、

そのうちブロッコリー、大根、じゃがいもなどの野菜類の作

付面積が 1,363.3 アールと区内作付面積の 8 割を占めている

（平成 26 年度板橋区農業経営実態調査結果による）。

光学産業

史跡指定地
　近隣の商店街　

図 12：産業構造（「板橋区産業振興構想 2025・板橋区産業振興事業計画 2021」)
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⑤板橋区の文化財

　平成 31 年 3 月現在、板橋区では、国指定文化財 4 件、東京都指定文化財 8 件、区

文化財 184 件が指定・登録されている。

　史跡陸軍板橋火薬製造所跡の指定地内には、区登録記念物 ( 史跡 )「加賀前田家下

屋敷跡」( 昭和 63 年度登録 ) がある。これは加賀藩下屋敷に関する史跡である。登

録範囲には、唯一の遺構である築山部分が残っており、現在は区立加賀公園となって

いる。

　また史跡陸軍板橋火薬製造所跡の周辺には、隣接する区登録記念物 ( 史跡 )「板谷

公園　付銘板」( 平成 20 年度登録 ) のほか、旧中山

道沿いに東光寺や観明寺などの寺院、石神井川に架

かり、一説には板橋の地名の起こりとされる区登録

記念物 ( 史跡 )「板橋」( 昭和 61 年度登録 )、板橋

町成立後の明治 30 年（1897）から、昭和７年（1932）

10 月に板橋区が成立するまで行政機能を担っていた

区登録記念物 ( 史跡 )「旧板橋町役場跡地」( 平成

14 年度登録「一町三村役場跡地」のうちのひとつ )などがある。

　天保 12 年（1841）には、高島秋帆が徳丸ヶ原で西洋式砲術の調練を行った。都の

旧跡で、区登録記念物 (史跡 )「徳丸ヶ原」(昭和 60 年度登録 )は、調練が行われた

現在の三園・高島平・新河岸一帯にあたる。徳丸ヶ原公園には、高島秋帆の事績を記

念するために大正 11 年 (1922) に建てられた登録有形文化財 ( 歴史資料 )「徳丸原遺

跡碑」( 平成 26 年度登録 )( 昭和 44 年まで弁天塚に設置 ) も残る。さらに松月院境

内に現存する区登録有形文化財 ( 歴史資料 )「火技中興洋兵開祖高島秋帆紀功碑」(

平成 26 年度登録 )も高島秋帆を顕彰するもので、大正 11 年に東京兵器本廠長を歴任

した押上森蔵が発起人総代として建立に関わった。

　このほか他項でも紹介しているように、幕末に幕臣澤

太郎左衛門によって欧州からもたらされ、火薬製造所時

代に黒色火薬の製造に用いられた区登録記念物 ( 史跡 )

「圧磨機圧輪記念碑」( 昭和 60 年度登録 )、陸軍板橋火薬

製造所時代の建造物である区登録有形文化財 ( 建造物 )

「旧東京第二陸軍造兵廠建物群 (東京家政大学構内 )」

( 平成 20 年度登録 )、加賀五四自治会の史料群で特に当

史跡の戦後の状況がわかる区登録有形文化財 ( 古文書 )

「加賀五四自治会 ( 肥田一穂氏寄贈 ) 文書」( 平成 17 年

度登録 ) など、史跡陸軍板橋火薬製造所跡に関連する文

化財も多くある。

板谷公園

火技中興洋兵開祖高島秋帆紀功碑
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表 4-1：区指定・登録文化財

1 指定 有形 歴史資料 観明寺寛文元年庚申塔 49 登録 有形 歴史資料 大善寺址石坂供養塔

2 指定 有形 歴史資料 東光寺寛文二年庚申塔 50 登録 有形 歴史資料 飯田静の碑

3 指定 有形 考古資料 圓福寺明徳二年雲版 51 登録 記念物 史跡 加賀前田家下屋敷跡

4 指定 有形 考古資料 龍福寺建長七年板碑 52 指定 有形 彫刻 安養院紅頗梨色阿彌陀如来坐像

ー 指定 有形 考古資料 前野町式土器 53 指定 有形 彫刻 安養院釈迦四面像

5 登録 無形 芸能 説経浄瑠璃 54 指定 有形 彫刻 文殊院文殊菩薩坐像

6 登録 無形民俗 民俗芸能 徳丸北野神社田遊び 55 登録 有形 考古資料 増福寺年不詳名号板碑

7 登録 無形民俗 民俗芸能 赤塚諏訪神社田遊び 56 登録 有形 考古資料 常楽院年不詳阿彌陀三尊種子板碑

8 指定 無形民俗 民俗芸能 徳丸北野神社獅子舞 57 登録 有形 歴史資料 縁切榎茶屋風景図絵馬

9 指定 無形民俗 民俗芸能 赤塚諏訪神社獅子舞 58 指定 有形 彫刻 総泉寺薬師三尊像

10 指定 無形民俗 民俗芸能 徳丸四ツ竹踊り 59 指定 有形 彫刻 観明寺聖観音立像

11 指定 無形民俗 民俗芸能 祭り囃子（神田囃子） 60 指定 有形 彫刻 観明寺不動三尊像

12 指定 無形民俗 民俗芸能 里神楽 61 指定 記念物 史跡 薬師の泉跡

13 指定 無形民俗 民俗芸能 大門餅つき 62 指定 有形 絵画･書跡 徳丸北野神社絵馬・扁額一式

14 指定 有形民俗 民俗資料
東新町氷川神社郷土資料館所蔵品
一括

63 指定 無形民俗 民俗芸能 大門四ツ竹踊り

＊ 登録 無形 工芸技術 金工・鍛金 64 指定 有形 歴史資料 泉福寺十一面観音立像

15 登録 有形
歴史資料工
芸品

大堂銅鐘 65 登録 有形
歴史資料彫
刻

子易神社子安観音坐像

16 登録 有形
歴史資料工
芸品

安養院銅鐘 66 登録 有形 考古資料 根ノ上遺跡出土弥生式土器

17 指定 有形 歴史資料 徳川将軍朱印状 67 登録 記念物 史跡･遺跡 根ノ上遺跡

18 指定 有形 歴史資料 若木稲荷神社「四季農耕図」絵馬 68 (登録) 有形 考古資料
常楽院土器収蔵庫収蔵品一括
　【範囲拡大】＜名称変更＞

19 指定 有形 歴史資料 遍照寺「遍照寺参詣図」絵馬 69 指定 有形 歴史資料 長徳寺阿弥陀如来立像

20 登録 有形 歴史資料 新田坂道祖神等石造物 70 登録 有形
歴史資料彫
刻

大堂阿弥陀如来坐像

21 登録 有形 歴史資料 志村坂上富士大山道道標・庚申塔 71 登録 有形
歴史資料彫
刻

大堂閻魔王坐像

22 登録 記念物 史跡 志村一里塚 72 登録 有形 古文書 須田誠一家文書

23 登録 記念物 史跡 茂呂遺跡 73 指定 有形民俗 信仰 冨士永田講関係祭具一括

24 登録 記念物 史跡 稲荷台遺跡 74 登録 有形 考古資料 成増との山遺跡出土石器類一括

25 登録 有形 古文書 安井家文書 75 登録 有形 考古資料 西台遺跡出土土器

26 登録 有形 古文書 大野和夫家文書 76 登録 記念物 史跡･遺跡 中台馬場崎貝塚

27 登録 有形 歴史資料 日曜寺扁額 77 指定 有形 考古資料
大門遺跡出土品旧石器時代石器・
３号方形周溝墓出土品一括

28 指定 有形 歴史資料 圓福寺月待画像板碑 78 登録 記念物 天然記念物 諏訪神社のこぶケヤキ

29 登録 有形 考古資料 志村延命寺板碑群 79 登録 記念物 天然記念物 諏訪神社の夫婦イチョウ

30 登録 記念物 史跡 徳丸ヶ原 80 登録 記念物 天然記念物 氷川神社の参道並木

31 登録 記念物 史跡 大堂 81 登録 記念物 天然記念物 小豆沢神社のスダジイ

32 登録 記念物 史跡 伝・千葉一族の墓地 82 登録 記念物 天然記念物 稲荷神社のイチョウ

33 登録 記念物 史跡 早瀬の渡し水神宮碑 83 登録 記念物 天然記念物 稲荷神社のムク

34 登録 記念物 史跡 圧磨機圧輪記念碑 84 登録 記念物 天然記念物 安養院のカヤ

35 登録 記念物
史跡・
遺跡

小豆沢貝塚 85 登録 記念物 天然記念物 圓福寺のコウヤマキ

36 登録 記念物 史跡 中用水遺構石橋 86 登録 記念物 天然記念物 西光院のスダジイ

37 登録 有形 歴史資料 天保飢饉の供養塔 87 登録 記念物 天然記念物 松月院のヒイラギ

38 登録 有形民俗 信仰 御嶽神社の狛犬 88 登録 記念物 天然記念物 熊野神社の樹林

39 登録 有形民俗 清水資料館収蔵品一括 89 登録 有形 歴史資料 東光寺石造地蔵菩薩坐像及び台座

40 登録 記念物 史跡 下頭橋と六蔵祠 90 登録 有形 考古資料 徳丸東遺跡遺構出土遺物

41 登録 記念物 史跡 縁切榎 91 登録 記念物 史跡 空襲犠牲者供養の地蔵

42 登録 記念物 史跡 板橋 92 登録 記念物 史跡
空襲犠牲者供養の地蔵（平安地
蔵）

43 指定 無形民俗 民俗芸能 祭り囃子（神田囃子） － 指定 有形 歴史資料
＊圓福寺月待画像板碑【指定昇
格】

44 登録 有形 歴史資料 京徳観音堂の延文六年宝篋印塔 － 指定 記念物 史跡 ＊圧磨機圧輪記念碑【指定昇格】

45 登録 有形 歴史資料 井上正昭・井上正員父子の墓 93 指定 有形 考古資料
前野田向遺跡第２地点出土縄文時
代遺物一括

46 登録 有形民俗 信仰 しろかき地蔵 94 登録 有形 古文書 大野幸雄家文書

47 登録 有形民俗 信仰 志村延命寺の庚申薬師 95 登録 有形 歴史資料 脇本陣豊田家資料一括

48 登録 有形民俗 信仰 南蔵院の庚申地蔵 96 登録 有形 建造物 旧田中家住宅

分　類 種　類 文　化　財　名　称番号 区分 年度 分　類 種　類 文　化　財　名　称

昭和58

昭和59

番号 区分 年度

昭和63

平成元

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

昭和62

昭和60

昭和61

註：網掛は指定・登録解除をうけた文化財を示す。
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表 4-2：区指定・登録文化財

97 登録 有形 歴史資料 飯田博通家資料 127 登録 有形 歴史資料 圓福寺太田道灌像

98 登録 有形 古文書 乗蓮寺文書 128 登録 有形 歴史資料 紅梅小学校校史資料

－ 指定 記念物 史跡･遺跡 ＊根ノ上遺跡【指定昇格】 129 登録 無形 工芸技術 甲冑制作

－ 指定 有形 考古資料
＊根ノ上遺跡出土弥生式土器【指
定昇格】

* 登録 無形 工芸技術 鼈甲細工

99 登録 有形 古文書 智清寺文書 130 登録 無形 工芸技術 江戸筆製作

100 登録 有形 歴史資料 板橋信濃守忠康墓  付石灯籠 131 登録 有形民俗 民俗資料 成増里神楽用具

101 登録 有形 歴史資料 宇喜多秀家供養塔 132 登録 有形 建造物 常盤台・斯波家住宅

102 登録 有形 歴史資料 飯田侃家資料 － (登録) 有形 古文書 ＊加藤正雄家文書【追加登録】

－ 指定 無形民俗 民俗芸能 ＊里神楽【保持者追加認定】 133 登録 有形 建造物
旧東京第二陸軍造兵廠建物群（東
京家政大学構内）

－ (登録) 有形 歴史資料 ＊遍照寺所蔵絵馬【範囲拡大】 134 登録 有形 古文書 田口恒次家文書

103 登録 有形 考古資料 前野兎谷遺跡出土遺物(一括) 135 登録 有形 歴史資料 上板橋小学校校史資料

＊ 登録 無形 芸能 歌舞伎音楽長唄 136 指定 有形 考古資料
西台後藤田遺跡第1地点出土旧石
器時代遺物

104 登録 有形 歴史資料 安養院文書 137 登録 有形民俗 信仰 向原八雲神社信仰関係資料

105 登録 有形 考古資料 中台畠中遺跡出土遺物 138 登録 記念物 史跡 板谷公園　付銘板

106 登録 有形 建造物 松月院大堂（三間堂） － (登録) 有形 歴史資料
＊紅梅小学校校史資料【追加登
録】

107 登録 有形民俗 民俗資料 渡辺学園裁縫雛形コレクション 139 登録 有形 建造物 安養院庫裡

－ (登録) 無形 芸能 ＊説経浄瑠璃【保持者追加認定】 140 登録 有形 古文書 子易神社文書

108 登録 有形
歴史資料
古文書

南常盤台・天祖神社所蔵資料 141 登録 有形 考古資料 泉福寺所蔵板碑

109 登録 有形 考古資料
茂呂遺跡（B地点・C地点）出土旧石
器時代遺物

142 登録 有形 歴史資料 藤﨑光淳氏撮影写真ネガフィルム

－ (登録)
有形

有形民俗
歴史資料
民俗資料

＊飯田侃家資料【追加登録】 143 登録 有形民俗 信仰
志村熊野神社所蔵絵馬・扁額　付
寄進札

－ (登録) 有形 古文書 ＊大野和夫家文書【追加登録】 144 登録 有形民俗 信仰 南蔵院石造出羽三山供養塔

110 登録 有形 古文書
粕谷尹久子家文書　付粕谷貞夫家
文書

145 登録 有形民俗 民俗資料 赤塚氷川神社田遊び用具

登録 一町三村役場跡地 146 登録 有形 古文書 田中泰彦家文書

 (1)旧板橋町役場跡地 147 登録 有形 古文書 栗原良一家文書

 (2)旧上板橋村役場跡地　付門柱 148 登録 有形 歴史資料 説経浄瑠璃五代目若太夫墓

 (3)旧志村役場跡地 149 登録 有形民俗 信仰
前野町五丁目熊野神社所蔵絵馬･
扁額

 (4)旧赤塚村役場跡地
　　 付赤塚村自治記念碑

150 登録 有形民俗 信仰 赤塚氷川神社所蔵絵馬･扁額

112 指定 平成15 有形 建造物 旧粕谷家（東の隠居）住宅　付宅地 151 登録 無形民俗 民俗芸能 赤塚氷川神社田遊び

113 登録 有形 古文書 圓福寺文書 152 登録 記念物 史跡 赤塚諏訪神社富士塚

114 登録 有形 歴史資料 区内所在庚申塔（一括） － 指定 有形 古文書 飯田侃家文書

* 登録 無形 工芸技術 彫金 153 登録 有形 歴史資料
乗蓮寺所蔵旧藤堂家染井屋敷石造
物

* 登録 無形 工芸技術 木彫刻 154 登録 有形 歴史資料 戸田橋親柱

* 登録 無形 工芸技術 仏像彫刻 155 登録 有形民俗 信仰 京徳観音堂所蔵絵馬・扁額

115 登録 無形 工芸技術 象牙彫刻 156 登録 有形民俗 信仰 常楽院所蔵絵馬・扁額

* 登録 無形 工芸技術 染小紋 157 登録 有形民俗 信仰 御嶽神社所蔵絵馬・扁額

116 登録 無形 工芸技術 手描友禅 158 登録 記念物 史跡 赤塚氷川神社富士塚

* 登録 無形 工芸技術 刺繍 － (登録) 有形 古文書 ＊安井家文書【追加登録】

117 登録 有形 古文書
加賀五四自治会（肥田一穂氏寄
贈）文書

159 登録 有形 建造物 齋藤商店

118 登録 有形民俗 民俗資料 徳丸北野神社田遊び用具 160 登録 有形 建造物 帝都幼稚園　付門柱

119 登録 有形民俗 民俗資料 赤塚諏訪神社田遊び用具 161 登録 有形 古文書 安井芳一家文書

120 登録 記念物 史跡 東上鉄道記念碑 162 登録 有形 歴史資料 阪昌周歯髪埋納の碑

－ (登録) 有形 古文書 ＊粕谷尹久子家文書【追加登録】 163 登録 記念物 史跡 氷川町氷川神社富士塚

121 登録 有形 古文書 加藤正雄家文書 164 登録 有形 考古資料
菅原神社台地上遺跡出土旧石器時
代遺物

122 指定 有形 考古資料
稲荷台遺跡出土（江坂輝彌氏旧
蔵）遺物　付写真

165 登録 有形 工芸品 旧石成村観音堂鰐口

123 登録 有形 歴史資料 区内所在石製馬頭観音（一括） 166 登録 有形 歴史資料 旧養育院長渋沢栄一銅像

124 登録 有形 歴史資料 区内所在石製不動明王（一括） 167 登録 有形民俗 信仰 日曜寺愛染講奉納石造物・奉納額

125 登録 有形民俗 民俗資料 徳丸北野神社獅子舞用具 － (登録) 有形 古文書 田中泰彦家文書【追加登録】

126 登録 有形民俗 民俗資料 赤塚諏訪神社獅子舞用具

平成18

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

111 記念物 史跡

平成16

平成17

分　類 種　類 文　化　財　名　称

平成25

年度 分　類 種　類 文　化　財　名　称 番号

註：網掛は指定・登録解除をうけた文化財を示す。

番号 区分 区分 年度

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24
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第２章　史跡指定地の概要と現況

（４）史跡調査の概要

　板橋区加賀一丁目・二丁目一帯は、戦後の陸軍解体に伴い東京第二陸軍工廠の敷地

をそのまま引き継ぐ形で、野口研究所等の研究区域、大学等の文教区域、中小の工場

区域等に分割され、継続使用された。その後払下げが行われるなど、徐々に旧陸軍時

代の施設は解体・除去され、現存するものは史跡指定地など、一部に留まる。

　陸軍関連施設に対する文化財的な評価や調査等が始まったのは近年のことであり、

昭和 60 年 (1985) 頃から、板橋区立郷土資料館及び文化財係は「加賀五四自治会（肥

田一穂氏寄贈）文書」を調査し、それに基づく当該史跡地における文化財調査に取り

組み、江戸時代から明治期の遺構群を指定及び登録文化財として保存してきた。また

平成 15 年頃には、防衛省防衛研究所所蔵史料など、その他史料調査にも着手し、そ

の成果は板橋区教育委員会編『文化財シリーズ 92 集�板橋区域旧軍施設関連文書目録』

(2007) 等にまとめている。

表 4-3：区指定・登録文化財

168 登録 有形 歴史資料 火技中興洋兵開祖高島秋帆紀功碑 178 登録 有形 古文書 松戸一浩家文書

169 登録 有形 歴史資料 徳丸原遺跡碑 179 登録 記念物 史跡 陸軍板橋火薬製造所跡

170 登録 有形 歴史資料 蓮華寺客殿・庫裡棟札 180 登録 無形 工芸技術 表具

171 登録 無形 工芸技術 白銀制作 181 登録 有形 古文書 熊野町熊野神社文書

172 登録 有形 歴史資料 龍福寺所蔵板碑群 182 登録 有形 歴史資料 上板橋宿副戸長碑

173 登録 有形民俗 信仰 木曽御嶽赤塚一山講関係資料 183 登録 有形 建造物 成増田中家住宅

174 登録 記念物 史跡 赤塚氷川神社木曽御嶽塚 184 登録 無形 工芸技術 提灯（文字描き）

－ 登録 有形 歴史資料 志村延命寺板碑群【追加登録】

175 登録 有形 古文書 田中義一家文書

176 登録 有形民俗 信仰 西台天祖神社所蔵絵馬・扁額

177 登録 記念物 史跡 四葉稲荷神社木曽御嶽塚

文　化　財　名　称

平成26

年度 分　類 種　類 文　化　財　名　称 番号

註：網掛は指定・登録解除をうけた文化財を示す。

区分 年度 分　類 種　類番号 区分

平成27

平成28

平成29

平成30

表５：国・東京都指定文化財

1 指定 大正10 記念物 史跡 志村一里塚 1 指定 大正8 記念物 旧跡 徳丸ヶ原

2 指定 昭和51
民俗文化

財
重要無形民
俗文化財

板橋の田遊び 2 指定 大正14 記念物 旧跡 松月院大堂

3 指定 平成12
民俗文化

財
重要有形民
俗文化財

渡辺学園裁縫雛形コレクション 3 指定 昭和43 記念物 史跡 茂呂遺跡

4 指定 平成29 記念物 史跡 陸軍板橋火薬製造所跡 4 指定 昭和58
有形文化

財
古文書 旧豊島郡徳丸村名主安井家文書

5 指定 平成10
有形文化

財
考古資料 前野町遺跡出土土器

6 指定 平成11
無形文化

財
芸能 説経浄瑠璃

7 指定 平成22
有形文化

財
考古資料 稲荷台遺跡出土品

8 指定 平成29
有形文化

財
建造物 旧粕谷家住宅

国指定文化財 東京都指定文化財

年度 分　類 種　類 文　化　財　名　称番号 区分番号 区分 年度 分　類 種　類 文　化　財　名　称
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表 6-1：これまで実施した調査

調査年月日 調査概要 調査内容

平成 26 年 11 月～

平成 27 年 11 月

旧 ・ 火薬製造所エリア

及び旧 ・ 理化学研究所エ

リア

建造物の測量

及び図面作成

　現地調査を行い、 配置図の作成、 測量及び 3D 写

真画像化し分析評価を行った。

平成 27 年 11 月

旧 ・ 理化学研究所エリア
土壌汚染調査 ( ※ )

　土壌汚染対策法に基づき、 土壌汚染の有無の把

握及び土壌環境の評価のため実施したが、 土壌汚

染は確認されなかった。

平成 27 年 12 月

旧 ・ 火薬製造所エリア
土壌汚染状況調査

　土壌汚染対策法に基づき、 土壌ガス調査及び表

層土壌調査を実施し、土壌汚染は確認されなかった。

平成 28 年 10 月

旧 ・ 理化学研究所エリア
建造物実測図作成

　建造物の現況調査を行い、 実測し、 平面図及び

立面図を作成した。

平成 28 年 11 月

現 ・ 加賀公園エリア及び

旧 ・ 火薬製造所エリア

発掘調査
　表土部分を掘削し、 遺構確認及び自然堆積層の

精査を行った。

　一方、主に建造物に関する調査としては、平成 15 年から翌年にかけて実施された

文化庁による「近代遺跡（軍事に関する遺跡）詳細調査」において、野口研究所及び

理化学研究所板橋分所を含む板橋火薬製造所（東京第二陸軍造兵廠）全体が調査対象

とされた。平成25年からは、同じく文化庁とその委託を受けた東京都教育庁による「近

代化遺産（建造物等）総合調査」が始まり、野口研究所と理化学研究所等を調査対象

とし、リスト化している。そうした中で、平成 26 年 6 月、野口研究所の開発計画が

明らかになり、早急に詳細状況を確認する必要性が生じたため同年 11 月「旧東京第

二陸軍造兵廠内火薬研究所等近代化遺産群調査団」を編成し、平成 27 年 11 月までに

現地調査を行い、平成 28 年 3 月に調査報告書をまとめた。

　この時点では、緊急性に鑑み野口研究所を中心とした一部周辺の状況を把握したが、

その後の状況変化から改めて理化学研究所、区立加賀公園を含めた一体的な現地詳細

調査を実施する必要性が生じた。また平成 26・�27 年の調査の際には野口研究所が使

用状態であったために、一部平面等が明確でなかった部分についても、平成 28 年 9

月末に野口研究所の転居に伴い曳家予定の建造物の構造調査や埋蔵文化財調査を、さ

らに平成 29 年 1 月建造物調査を再実施し平面図等の作成を行っている。9 月末には

理化学研究所板橋分所建造物等実測調査を、加賀公園については板橋区土木部みどり

と公園課が都市計画に伴う全体悉皆調査を実施し、射
し ゃ だ

垜の立体図面を作成した。

　その後も国史跡指定、土地の公有化に向けて各種調査を継続してきた。次の表はこ

れまで実施した主な調査の一覧である。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

（５）構成要素の現状

　史跡の構成要素とは、指定地内に現存する歴史的建造物や地形などの、遺構、遺物

を指す。それら構成要素が持つ情報を的確に理解することによりはじめて、史跡とい

う空間において、過去に存在した歴史を復元することができる。具体的には、歴史的

建造物や構築物、地形など様々な構成要素があり、陸軍板橋火薬製造所跡においても

100 件以上に存在している。

　本節では、現存する構成要素を整理し、史跡を理解する上で重要な情報を抽出する

ために、それぞれの構成要素に関して下表の項目を基準にして記述する。

表７：構成要素の記述項目

　また史跡の指定地内に残る構成要素は、表記の便宜上、現在の地区区分に従い現加

賀公園エリア、旧火薬製造所エリア、旧理化学研究所エリアの３ヶ所毎にまとめて記

載する。さらに、史跡の性格を理解するには、指定地の周辺地域に残る構成要素も把

握する必要があるため、指定地外の構成要素については、史跡指定地周辺エリアとし

て記載する。次頁には、構成要素の一覧を掲載する。

項目 内容

概要
位置、 地形の傾向、 年代、 面積、 建築構造、 設計者、 改変歴、 利用歴、

構造、 意匠、 材質、 樹種など

履歴
史料上の確認、 現存する当時の状況、 改変履歴、 撤去時期、 名称の変

遷など

写真

（※必要に応じて）

現状写真、 古写真

( 撮影日の注記のない写真は、 全て平成 30 年に撮影 )

調査年月日 調査概要 調査内容

平成 29 年１月

旧 ・ 火薬製造所エリア
建造物実測図作成

　建造物の現況調査を行い、 実測し、 平面図を作成

した。

平成 29 年２月

旧 ・ 火薬製造所エリア
土壌汚染調査 ( ※ )

　土壌汚染対策法に基づき、 土壌試料を採取して鉛

の溶出量及び含有量の計量を行った。

平成 29 年７月

旧 ・ 火薬製造所エリア

及び旧 ・ 理化学研究所エ

リア

建物耐震調査

　燃焼実験室および物理試験室、 爆薬理学試験室

の耐震構造調査のため、 コア採取及び鉄骨調査を

行った。

平成 30 年３月

旧 ・ 火薬製造所エリア
建造物実測図作成

　建造物の現況調査を行い、 実測し、 平面図を作成

した。

( ※ ) 印は、その時点での土地所有者が調査を実施した。

表 6-2：これまで実施した調査
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表８：史跡陸軍板橋火薬製造所跡　構成要素の一覧

①

№ 1 加賀公園 № 15 土留 № 29 板橋区防災備蓄倉庫

№ 2 射垜 № 16 解説板 ( 電気軌道線路跡お

よび弾道検査管の標的 )

№ 30 園名石

現
・
加
賀
公
園
エ
リ
ア

№ 3 コンクリート擁壁 № 17 広場 № 31 水飲み

№ 4 築山 № 18 コンクリート構造物 № 32 木柵

№ 5 築山頂上部 № 19 コンクリート構造物 № 33 門柱跡

№ 6 陸軍工科学校板橋分校石碑 № 20 パイプ管構造物 № 34 花壇跡

№ 7 軽便鉄道軌道敷 № 21 加賀前田家下屋敷跡石柱 № 35 砂場跡

№ 8 看板 № 22 案内板 ( 加賀前田家下屋敷

跡 )

№ 36 便所

№ 9 公園灯 № 23 板橋区と金沢市との友好交

流都市協定締結記念碑

№ 37 燃焼試験室跡

№ 10 階段・鉄柵 (手すり ) № 24 スロープ № 38 危険薬品庫跡

№ 11 案内板 № 25 ブランコ № 39 試験火薬置場跡

№ 12 ベンチ № 26 倉庫 № 40 火気仮置場跡

№ 13 石積・玉石擁壁 № 27 分電盤 № 41 準備室跡

№ 14 フェンス № 28 金網柵 № 42 常温貯蔵室跡

②
№ 43 土塁 № 51 地下貯蔵庫 № 59 金網柵

№ 44 爆薬製造実験室 № 52 常温貯蔵室 № 60 コンクリート塀

旧
・
火
薬
製

造
所
エ
リ
ア

№ 45 銃器庫 № 53 土塁 (北側 ) № 61 土留

№ 46 燃焼実験室 № 54 土塁 (南側 ) № 62 石

№ 47 擁壁 № 55 発射場基礎 № 63 排水溝跡

№ 48 弾道管 № 56 試験室 (№ 672) № 64 コンクリート基礎

№ 49 加温貯蔵室 № 57 試験室 (№ 552) № 65 階段

№ 50 ガラス窓枠 № 58 軽便鉄道軌道敷 № 66 加温貯蔵室試験火薬

仮置場基礎

③
№ 67 宿舎コンクリート基礎 № 73 井戸 № 79 摩擦試験室 (№ 455)

№ 68 マイクロ加工棟 № 74 電柱 № 80 射場 (№ 411)

旧
・
理
化
学
研

究
所
エ
リ
ア

№ 69 爆薬理学試験室 № 75 看板 № 81 火薬試験室 (№ 439)

№ 70 中性子線観測所土台 № 76 金網柵・コンクリート塀 № 82 厠

№ 71 物理試験室 № 77 酸置場 (№ 449) № 83 □廊下

№ 72 爆破試験用コンクリートア

ンカー

№ 78 仮置場 (№ 525) № 84 土塁

④
№ 85 旧東京第二陸軍造兵廠建物

群 (東京家政大学構内 )

№ 91 桜並木 № 97 土塁

史
跡
指
定
地

周
辺
エ
リ
ア

№ 86 圧磨機圧輪記念碑 № 92 橋 (3 基 ) № 98 レンガパーク

№ 87 明治 35 年爆発事故招魂之

碑

№ 93 石神井川緑道 № 99 陸軍工科学校跡

№ 88 公益財団法人愛世会愛誠病

院・シルバーピア加賀

№ 94 水溜（№ 513） № 100 東京都水道局・区立

公園敷地

№ 89 公益財団法人愛世会　愛歯

技工専門学校

№ 95 標柱

№ 90 石神井川 № 96 コンクリート壁および壁柱
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第２章　史跡指定地の概要と現況

①現・加賀公園エリア

図 13：構成要素の位置図
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No.1　加賀公園

概要

・ 平成 6 年時点での現況図に付属する資料によると、 「造成前はかなり起伏に富んだ土地

であったが、 切盛によって整地する。 それでも 10m 前後の高低差がある」 との記述があり、

公園設置時や改修時に整地 ・ 造成を実施した。

履歴

・ 昭和 46 年 2 月、 区は国と用地の無償貸付契約を締結した。 

・ 昭和 46 年 4 月、 区は加賀公園を設置した。 

・ 昭和 46 年 10 月、 公園造成工事が竣工した。 

・ 昭和 60 年 3 月、 公園の一部改修工事を実施した。

・ 平成 13 年１月、 一部土地の所有が国から東京都下水道局へ移管されたため、 平成 13

年 11 月には、 下水道用地使用許可を受けた。 

・ 平成 14 年に東京都下水道局の下水道管及び付帯施設の設置につき、 一部形状が変更

された。 

・ 平成 20 年、 公園の一部改修工事を実施した。

写真

No.2　射
し ゃ だ

垜

概要

・ 築山の西北部に位置している。 

・ 近代に設置されたもので、 露天式発射場の的である射
し ゃ だ

垜と、 弾道管と接続する隠蔽式発

射場の射
し ゃ だ

垜が存在していた。

・ 隠蔽式発射場の射
し ゃ だ

垜は昭和 46 年の加賀公園造成工事の際に一部撤去されたが、 その

遺構が埋蔵する可能性がある。

・ 構造はレンガ積で、 モルタルが塗られている。 地面に埋設しているため、 下方部の構造

は不明。 

・ 射
し ゃ だ

垜の後方に、 一部石混じりのコンクリート片が接続している。 

・ 周囲は既存林に囲まれて、 レンガの目地から植物が植生しており、 保存環境は悪い。

履歴

・ 史料から射
し ゃ だ

垜の設置年代は明らかにできないが、 築山が明治 10 年に設置された発射場

の標的 ・ 射
し ゃ だ

垜として利用されたことが明らかになっている。 

・ 大正 12 年の 「関東地方震災関係業務詳報附表及附図」 によると、 築山に直結する形

で土塁状の構造物が記載されている。 

・ 昭和 46 年に加賀公園の整備が行われた際も除去されず、 今に残る。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.3　コンクリート擁壁

No.4　築山

概要

・ 位置は築山の北西斜面にあり、 昭和 46 年の加賀公園整備に伴う建造物等の解体により

撤去された常温貯蔵室に隣接していた。 

・ 材質はコンクリート。 

・およそ左右に割れがみられ、 その間から植物が植生しているほか、 全体に苔が生えており、

保存状態は悪い。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈)文書、区立郷土資料館所蔵)によれば、同位置に防火壁が設置されている。

なお常温貯蔵室に隣接している。 

・ 加賀公園造成後の関係図面では、 平成 20 年の改修時の 「現況及び撤去平面図」 に

同位置に擁壁が記載されている。 

・平成 28 年公園台帳の 「施設構造図」 によれば、コンクリート製吹付けとして登録している。

写真

概要

・ 築山は近世に造営された人工の山で、 史料上では 「大山」 や 「高山」 などと称される。

・ 火薬製造所の開設当初、 現加賀公園の地区は製造所の範囲外だったが、 効力検査の

ために築山が利用された。 その後、 火薬製造所の敷地の拡大にともない、 製造所の敷地

に編入された。

履歴

・ 史料から築山の造営年代は明らかにできないが、 寛政期の下屋敷を描いた絵図には記録

には 「大山」 との記載が確認できる。

・ 明治 9 年に火薬製造所が設置された当初、 当地は製造所の範囲外だったが、 明治 10

年に築山周辺が 「近傍適宜の場所」 であるとして、 火薬の効力試験が実施されている。

・ 当地が火薬製造所の敷地に編入された年代は不明だが、 少なくとも明治 38 年には編入

されている。

写真
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No.5　築山頂上部

概要

・ 築山の頂上部に位置している。 

・ ベンチ、 公園灯、 手すりが設置されている。 

・ 周囲には植物が繁茂しており、 景観は不良。 

・ 地盤高はおよそ 28m。 

・ 加賀藩下屋敷時代の唯一の遺構、 築山の頂上部である。

履歴

・ 設置年代は不明だが、 加賀公園の開設時に設置されたものと思われる。 昭和 60 年に改

修を受ける。 

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 および昭和 60 年改修時の 「こわし工図」 によると、

ベンチ A ・ 鉄パイプ柵 ・ 公園灯が設置されていた。 

・ 昭和 60 年改修では鉄パイプ柵を撤去し、 手すり ・ 植込地鉄柵を設置した。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.6　陸軍工科学校板橋分校石碑

概要

・ 加賀公園入り口付近、 板橋区立板橋第五中学校の北側に位置している。 

・ 材質は石。 

・ 建立は陸軍工科学校の卒業生によって組織された工華会による。 

・ 碑前面に 「花匂ふ 桜ケ丘に 永遠の 平和を祈る 工華学校板橋分校跡 工華会建立」 と

刻まれる。

履歴

・ 石碑の南側に位置する板橋区立板橋第五中学校の敷地は、 明治 41 年から昭和 15 年

まで陸軍工科学校板橋分校 ( 通称桜ケ丘 ) が位置し、 終戦までは一造の板橋宿舎、 終戦

後は昭和 30 年まで GHQ の情報機関 CIC( 対敵諜報隊 ) が置かれていた。 

・ 昭和 58 年 11 月、 陸軍工科学校同窓会工華会から、 記念碑建立の陳情をうけ、 昭和

59 年 3 月に区は同会へ加賀公園の占用許可を出した。 

・ 記念碑占用に関わる区公文書に資料によると、 昭和 59 年 3 月 15 日付け氷川神社宮

司の 「板橋分校跡記念碑除幕式の祝詞」 の複写が参考として添付されており、 この日に

記念碑が完成し除幕式が行われたと考えられる。 

・ 昭和 63 年 6 月に、 工華会から記念碑の所有権を含む一切の権利を放棄したい旨の陳

情をうけ、 区は公園占用料の免除を決定し、 以後同地のままに位置している。 

・ 昭和 59 年 3 月 19 日撮影写真の台座と、 現在の台座が異なるため、 いずれかの時期

に改修されたことがわかる。

写真

昭和 59 年 3 月 19 日撮影
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No.7　軽便鉄道軌道敷

No.8　看板

概要

・ № 58 と連続する。

・ 旧野口研究所跡地から加賀公園方向へ、 およそ東西の方向に伸びているが、 加賀公園

部分は盛土されており、 コンクリートは確認できない。

履歴

・ 明治 39 年度 （1906）、 陸軍によって敷設された。 当時の設計によれば、 「第三十六号

倉庫」 ( 現加賀一丁目 3、 学園通り付近か） から、 石神井川を橋梁で渡り、 正門 ・ 本部

( 加賀一丁目 10、 現加賀西公園 ・ 東板橋体育館付近 ) を通り、 「原料倉庫」 ( 現加賀二

丁目付近か ) まで敷設された。

・ 終戦時まで、 電気軌道および軽便軌道は、 延長されたものと考えられる。

写真

概要

・加賀公園内に2種類の看板が全15ヶ所に設置されている。種類は①動物連れ込み禁止、

②火気使用禁止。 

・ ①は加賀公園内に全 3 ヶ所、 ②は全 12 ヶ所に設置されている。 

・ ②は板橋区南部公園事務所が設置した。 

・ 材質は木製。 

・ 地面に直接打ち込み固定している。

履歴 ・ いずれも近年に設置したものである。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.9　公園灯

概要

・ 加賀公園エリアに全 12 本設置されている。 

・うち 11 本には付番されている ( 「東 0495」、 「東 0496」、 「東 0065」、 「東 0066」、 「東

0067」、「東 0068」、「東 0069」、「東 0070」、「東 0072」、「東 0073」、「東 0074」 まで )。 

・ 緑色の塗装がなされる (1 本のみ茶色の塗装 )。 

・ 上段広場に設置される 1 本には、 時計が敷設されている。

履歴

・ 昭和 60 年以前には 9 基設置されていた。 

・ 平成 20 年の加賀公園改修工事に関する 「現況及び撤去平面図」 によると、 この改修

により 1 基を撤去した。 

・ 平成 28 年度公園台帳の加賀公園の 「現況平面図」 によると、 公園灯は 11 基設置し

ている。

写真
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No.10　階段・鉄柵 (手すり )

概要

・ 加賀公園エリアに全 9 ヶ所設置されている。 設置個所は①入口広場 ・ 上段広場間、 ②

上段広場 ・ 軌道敷間、 ③上段広場 ・ 王子新道間、 ④軌道敷 ・ 王子新道間、 ⑤加賀公

園西側、 ⑥築山 (3 ヶ所 ) 

・ 階段の材質は、 いずれもコンクリート。 

・ 鉄柵の材質は、 鉄パイプまたはステンレス製。

履歴

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、 階段Ａ ・ B ・ C ・ D が存在し、 9 ヶ所に設

置されていた。 

・ 昭和 60 年の改修時の 「こわし工図」 によると、 王子新道に面して設置されていた階段

が撤去されている。 ただし、 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 には同位置に記載がない。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.11　案内板

概要

・ 加賀公園内に 3 基設置している。 設置位置は、 ①加賀公園東側の入口広場の階段脇、

②加賀公園東側の便所の脇、 ③王子新道沿い入口部分。

・ ②は点字案内板、 ③は公衆トイレの案内板。

・材質は、①がアルミ板・アルミ鋼板・アルミ角パイプ製、②がステンレス、③がファイバー製。

・ 脚部の構造は、 ① ・ ②ともにコンクリート、 再生クラッシャーランで固定している。

・ ①には前方部にステンレス製の手すりが付属する。

履歴
・ ①と②は、 平成 20 年の改修時に設置した。

・ ③の設置時期は不明である。

写真
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No.12　ベンチ

概要

・ 加賀公園内に 3 種類 21 脚設置されている。 ベンチの種類は①木製 2 人用 (9 脚 )、 ②

肘掛付プラスチック二人用 (4 脚 )、 ③プラスチック製一人用 (8 脚 )。 

・ ① ・ ②は主に加賀公園全域に、 ③は築山頂上部と射
し ゃ だ

垜上部の展望部に設置されている。 

・ 脚部はコンクリートにて固定されている。 

・ 設置年代は不明。

履歴

・ 設置年代は不明だが、 加賀公園の開園以降に設置されたものと思われる。 

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、 ベンチ A(8 脚 ) とベンチ B(8 脚 ) の 2 種類

16 脚が設置されていた。 この時点で③は設置されていなかったものと考えられる。 

・ 平成 20 年の改修時に、 ベンチ 2 基を撤去し、 4 基を設置、 9 基の座板を交換した。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.13　石積・玉石擁壁

概要

・ 加賀公園内の築山周縁部に石積、 玉石擁壁が設置されている。 

・ 石積、 玉石擁壁の上部にはパイプ柵が設置されている。 

・ いずれも築山の土留として機能している。

履歴

・ 設置年代は不明だが、 加賀公園の開園以降に設置されたものと思われる。 

・昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、大谷石積、□□大谷石積 ( □は判読不明 )、

玉石土留擁壁の 3 種類が確認できる。 

・ 昭和 60 年の改修時に、 北側入口付近の玉石土留を一部撤去し、 丸太スロープ ( 遊具 ・

現存しない ) を設置した。 

・平成 20 年の改修時は、 「玉石積み」 と 「大谷石積み」 の一部が撤去され、 「玉石ウォー

ル」 と 「大谷石ウォール」 が設置された。

写真
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No.14　フェンス

概要 ・ 加賀公園、 石神井川緑道沿いと旧野口研究所沿いに設置されている。

履歴

・ 設置年代は不明だが、 加賀公園の開園以降に設置されたものと思われる。 

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、 現在と同位置に金網柵 A ・ B の 2 種が確

認できる。 

・ 平成 14 年に実施した下水道局の工事により、 加賀公園東側の石神井川緑道沿いの金

網柵が撤去され、 工事のために仮囲いが設置された。 

・ 平成 20 年の改修時に仮囲いを撤去し、 その部分にフェンスを復旧した。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.15　土留

概要

・ 土留は築山周辺に位置しており、 主に北東側斜面に多い。 

・ 土留の種類は 5 種類からなる。 種類はプラスチック製が 2 種類、 木製が 3 種類 ( ①直

接地面に打ち込まれ木の板を固定しているもの、 ②コンクリートと鉄材からなる土台に木柱が

差し込まれたもの、 ③直接木柱が打ち込まれたもの )、 コンクリート製が 1 種類。 

・ 概ね築山周辺に位置しているが、 築山北側斜面に多い。 

・ 状態が悪く、 腐食して土留として機能していないものもみられる

履歴

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 では、 擬木 ・ 木柵等の存在は確認できない。 

・ 昭和 60 年の改修時の 「全体計画平面図」 によれば、 築山の北東側斜面および南西側

斜面に編柵土留が複数個所に設置されている。 平成 6 年の現況図によれば、 編網土留は

10 ヶ所である。

写真
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No.16　解説板 (電気軌道線路跡および弾道検査管の標的 )

No.17　広場

概要

・ コンクリートの土台で固定されている。 

・材質は、 表示板がアルミ、 支柱がアルミ管、 土台がコンクリートとクラッシャーランからなる。 

・ 表示内容は 2 種類で、 ①電気軌道線路跡、 ②弾道検査管の標的である。

履歴 ・ 平成 20 年の加賀公園改修時に設置した。

写真

概要

・ 築山の北西部に位置し、 射
し ゃ だ

垜や火薬製造所エリアの露天式発射場等を一望できる。 

・ 築山北西部の斜面を六角形に整備した形状で、 コンクリートの土留めがなされる。 

・ ベンチ、 公園灯、 手すりが付属する。 

・ 地面にコンクリート構造物が埋設されているほか、 コンクリート片やレンガ片などが表面上確

認できる。

履歴

・設置年代は不明だが、加賀公園の開設時に設置されたものと思われる。 形状は楕円形で、

ベンチ ・ 公園灯 ・ 鉄パイプ柵が設置されていた。 

・ 昭和 60 年に実施された加賀公園改修工事の際、 形状を六角形に造成し、 鉄パイプ柵

を撤去した。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.18　コンクリート構造物

No.19　コンクリート構造物

概要

・ 肩の広場に埋設されている。 

・ コンクリートに鉄製の金具が付属。 

・ 設置年代は不明である。

履歴 ・ 詳細は不明である。

写真

概要

・ 築山北西の斜面に位置し、 射
し ゃ だ

垜の南側に隣接している。 

・ 詳細は不明。 

・ 構造は鉄筋コンクリート造。 

・ 材質はコンクリート製、 一部鉄筋が露出している。

履歴

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 において、 同位置は 「既存林」 と表記されているが、

構造物は確認できない。 

・ 昭和 60 年以降の各図面でも、 構造物は確認できない。

写真
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No.20　パイプ管構造物

概要
・ 構築年代不明。 

・ 用途不明。

履歴 ・ 近年設置されたものと思われる。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.21　加賀前田家下屋敷跡石柱

概要

・ 加賀前田家下屋敷跡石柱は築山南方部、 軌道敷中央部付近に位置し、 案内板と板橋

区と金沢市との友好交流都市協定締結記念碑と並ぶ。 

・ 裏面に昭和 47 年 3 月設置。 

・ 材質は花崗岩。 

・ 高さ 204cm、 幅 ・ 奥行き 26cm。 

・ 表面には 「板橋区　史跡　加賀前田家下屋敷跡」、 裏面には下屋敷の歴史的経緯が銘

文として記され、 「昭和四十七年三月　板橋区」 との記載がある。 

・ 石柱の周囲は、 石柱 ( 小 ) とチェーンによって囲われている。

履歴

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、 すでに現在と同じ位置に設置されている。 

・ 平成 12 年 12 月 18 日に撮影された写真によると、 何らかの理由で石柱の基部周辺の

地面を掘削していることがわかるが、 図面等にその記載はない。

写真

昭和 63 年板橋区文化財保護審機会資料

内写真 (教育委員会所蔵 )

平成 12 年 12 月 18 日撮影写真 ( 教

育委員会所蔵 )。石柱の基部周辺を

掘削している状態を撮影している。
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No.22　案内板 (加賀前田家下屋敷跡 )

No.23　板橋区と金沢市との友好交流都市協定締結記念碑

概要

・ 案内板は築山南方部、 軌道敷中央部付近に位置し、 板橋区と金沢市との友好交流都

市協定締結記念碑と加賀前田家下屋敷跡石柱と並ぶ。 

・ 材質は、 案内板がプラスチック、 支柱が擬木。 

・ 支柱はコンクリートにて固定されている。

・ 昭和 60 年以降に設置され、 平成 21 年に内容を更新した。

履歴

・昭和 60 年の改修時には同位置に案内板の記載は確認できないが、平成 6 年時点の 「現

況平面図」 では 「史跡案内板」 が確認できるため、この期間に設置されたものと思われる。 

・ 平成 21 年 3 月に区教育委員会が内容を更新した。

写真

概要

・ 板橋区と金沢市との友好交流都市協定締結記念碑は築山南方部、 軌道敷中央部付近

に位置し、 案内板と加賀前田家下屋敷跡石柱と並ぶ。 

・ 平成 20 年 7 月に板橋区と金沢市が友好交流都市協定を締結したことを記念して、 平成

20 年の公園改修時に設置された 

・ 材質は、 御影石 ( 黒 ・ グレー )、 アルミ複合板 ( エッジング ) ステンドガラスなど。 

・ 意匠は石川県金沢市尾山町に位置する尾山神社の社門の第 3 層ステンドグラスがもとに

なる。

履歴 ・ 平成 20 年の改修時に、 設置された。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.24　スロープ

概要

・ 王子新道沿いに位置し、 王子新道から北西方向に登り傾斜がついている。 

・ スロープの両脇はパイプ柵が設けられている。 

・ 材質は磁器質タイル。 

・構造は磁器質タイル ( 厚さ 30 ㎜ ) の下に、コンクリート (100 ㎜ )、再生クラッシャーラン (150

㎜ ) が設置され、 コンクリートには伸縮目地が打たれている。

履歴

・ 昭和 60 年以前の区公園課公園施設係作成 「計画平面図」 によれば、 舗装はされてお

らず、 現在と形状も異なる。 

・昭和 60 年の改修時に、 縁石が撤去され、 グラニット小舗石舗装のスロープが設置された。 

・ 平成 20 年の改修時に、 タイル舗装を更新した。

写真
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No.25　ブランコ

No.26　倉庫

概要
・ ブランコ。 

・平成 28 年度公園台帳の 「施設構造図」 によれば、構造は鉄製 4 連で、座板のみ木製。

履歴

・ 昭和 60 年以前の区公園課作成 「計画平面図」 によれば、 同位置に四連ブランコが設

置されている。 

・ 昭和 60 年、 平成 20 年の改修時でのブランコの改修は確認できないが、 適宜状態に応

じてブランコの改修を経ていると思われる。

写真

概要

・ 概要不明。 

・ 側面に、 東板橋ペットクラブの貼り紙あり。 

・ 材質はスチール製。 

・ 平成 28 年公園台帳では、 掃除用具入れとして登録している。

履歴

・ 詳細な設置経緯は不明だが、 平成 14 年に実施された加賀公園東側の東京都下水道局

の工事関係の図面では、 現在の位置よりも北側に 「物置」 として記載されており、 現在の

位置に移設されている。 

・ 平成 28 年公園台帳の 「施設構造図」 では、 同位置に 「倉庫」 として記録されている。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.27　分電盤

No.28　金網柵

概要

・ 構造は屋外防水自立形。 

・ 鋼板製亜鉛溶射後塗装仕上で、 緑色の塗装がなされる。 

・ 基礎はコンクリートと再生クラッシャーランからなる。 

・ 電力の行き先は照明、 便所、 コンセントの 3 ヶ所。

履歴 ・ 平成 20 年の改修時に設置した。

写真

概要
・ 旧野口研究所跡地と加賀公園敷地との間に設置されている。

・ 形状は、 金網柵の上部に有刺鉄線が付属している。 脚部はコンクリートで固定されている。

履歴
・ 設置年代は不明だが、 加賀公園の開園以降に設置されたものと思われる。

・ 平成 30 年 8 月、 金網柵の一部を改変し、 旧野口研究所跡地への通用口を設置した。

写真
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No.29　板橋区防災備蓄倉庫

No.30　園名石

概要

・ 平成 28 年公園台帳の 「施設構造図」 によれば、 「住民防災組織格納庫」 として記載さ

れている。 

・ 材質はスチール製。 

・ 板橋区危機管理室が所管する。 

・ 現地の倉庫前面には 「板橋区防災備蓄倉庫」 と表示されている。

履歴
・ 平成 6 年の 「公園平面現況図」 によると、 現在と同位置に平成 5 年 4 月から 「住民防

災組織格納庫」 が設置されている。

写真

概要

・ 加賀公園東側、 入口広場の階段脇に設置している。 

・ 「板橋区立加賀公園」 と刻印された銘板をモルタル留めしている。 

・ 材質は安山岩系野面石製。 

・銘板には 「板橋区立加賀公園 ( 花押 )」 と刻印され、花押は当時の加部明三郎区長 ( 在

職 : 昭和 39 年～同 54 年 ) のものか。

履歴 ・ 平成 20 年の改修時に設置し、 銘板は現地既存の発生品を利用した。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.31　水飲み

No.32　木柵

概要

・ 加賀公園東側、 入口広場の階段脇に設置している。 

・ 材質は擬石製。 

・ 踏み台 ( 擬石 ) が付属する。

履歴

・昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、現在よりも北側に 「飲用水栓」 を設置している。 

・ 平成 14 年の東京都下水道局の工事の際に、 西側に移設している。 

・ 平成 20 年の改修時に撤去し、 新しい 「水飲み」 を設置した。

写真

概要

・ 主に加賀公園の傾斜部分に設置している。 

・ 材質は木製 ( 檜切丸太 )、 ロープを通している。 

・ 地面に直接打ち込んで固定している。 

・ 腐食により劣化している木柵も見受けられる。

履歴 ・ 平成 20 年の改修時に設置した。

写真
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No.33　門柱跡

No.34　花壇跡

No.35　砂場跡

概要
・ 昭和 60 年以前には設置されていたが、 現存しない。 

・ 材質 ・ 構造は不明だが、 現存する園名石の銘板が付属していた可能性がある。

履歴

・ 昭和 60 年以前には設置されていた。 

・ 昭和 60 年の改修時に撤去されたが、 平成 20 年改修時の 「詳細図」 によると、 園名石

に張り付ける銘板は現地発生品とすることが示されており、 門柱に付属していたと思われる

銘板は何らかの形で公園に掲示され続けていたものと考えられる。

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 に記載あり。

写真

概要 ・ 昭和 60 年以前には設置されていたが、 現存しない。

履歴
・ 昭和 60 年以前には設置されていたが、 昭和 60 年の改修時に撤去された。

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 に記載あり。

写真

概要 ・ 昭和 60 年以前には設置されていたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 60 年以前に設置されていたが、 平成 14 年の東京都下水道局の工事の際、 作業

基地設置のため一時撤去されたが、 後に復旧された。 

・ 平成 20 年の改修時には、 既に砂場の記載がないため、 これ以前に撤去されたものと思

われる。

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 に記載あり。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.36　便所

No.37　燃焼試験室跡

概要

・ 加賀公園入口広場に設置されている。 

・ 構造は鉄筋コンクリート造。 

・ 男子トイレ、 女子トイレ、 多目的トイレからなる。 

・ 外観の意匠はレンガ調。

履歴

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 によると、 現在よりも東側に設置されている。 

・ 平成 14 年の東京都下水道局の工事の際に、 一時撤去され、 現在より西側に仮設トイレ

が設置された。 

・ 平成 20 年の改修時に、 これまでのトイレが撤去され、 新しく現在の位置に 1 棟設置した。

写真

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の北側に位置していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 467 号棟。 

・ 昭和 18 年の図面では、 建物の東 ・ 西 ・ 南を土塁に囲まれている。 

・ 構造は、 鉄筋コンクリート造平屋建であった。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に建物が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影



76

No.38　危険薬品庫跡

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の北東側に位置し、 2 棟並んで存在していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 351 号棟と 352 号棟。 

・ 構造は、 351 号棟 ・ 352 号棟ともに鉄筋コンクリート造平屋建であった。

履歴

・昭和 12 年「大日記　昭和 12 年度事業費工事追加実施の件」( 防衛省防衛研究所所蔵 )

によれば、 現在の位置に 351 号棟と 352 号棟の記載が見られる。 ただし、 建物名は未記

載である。 

・ 昭和 13 年　「大日記　造兵廠　臨時軍事費増築費工事追加実施の件」 ( 防衛省防衛研

究所所蔵 ) によれば、 昭和 12 年図に引き続き現在の位置に 2 棟が描かれているが、 危

険薬品庫との建物名の記載が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.39　試験火薬置場跡

No.40　火気仮置場跡

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の東側に位置していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 544 号棟。 

・ 構造は、 鉄筋コンクリート造平屋建であった。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に建物が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の北西側に位置していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 323 号棟。 

・ 昭和 18 年の図面では、 建物の東 ・ 西 ・ 南側を土塁に囲まれている。 

・ 構造は、 鉄骨造平屋建であった。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に建物が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影
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No.41　準備室跡

No.42　常温貯蔵室跡

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の北側に位置していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 446 号棟。 

・ 昭和 18 年の図面では、 建物の東 ・ 西 ・ 南側を土塁に囲まれている。 

・ 構造は、 木造平屋建であった。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に建物が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影

概要

・ 現 ・ 加賀公園エリアの東側、 築山の北側に位置していた。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 447 号棟。 

・ 昭和 18 年の図面では、 建物の東西を土塁に囲まれている。 

・ 構造は、 鉄筋コンクリート造平屋建であった。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に建物が確認できる。 

・ 昭和 48 年、 板橋区より関東財務局王子出張所長に宛てた 「建物及び工作物解体撤去

並びに工事概要について ( 報告 )」 によると、 昭和 46 年 8 月 11 日から 18 日に撤去が実

施された。

写真

昭和 46 年撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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No.43　土塁

No.44　爆薬製造実験室

概要

・ 軽便鉄道軌道沿いに、 築山から西方向へ構築されていた。 

・ 詳細な設置時期は不明だが、 史料上は少なくとも大正 10 年にはその存在が確認でき、

昭和 22 年から同 44 年の間に除却されたと考えられる。

履歴

・ 大正 10 年作成図に関東大震災の被害状況を書き込んだ 「関東地方震災関係業務詳

報附表及附図」 ( 文庫 - 柚 -375) によれば、 築山から現在の加賀橋につながる区道付近

まで土塁が構築されている。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、 土塁と思われる表記があるが、 長さは短くなり、 築山

から試験室 ( № 522) 付近まで構築されている。 

・ 昭和 46 年に撮影された写真によれば、 叙上の位置に土塁の存在は確認できないため、

昭和 22 年から同 46 年の間に除却されたものと考えられる。

・ 昭和 60 年以前の 「計画平面図」 に記載あり。

写真

概要

・ 現在は旧 ・ 火薬製造所エリア北部に位置している。 

・構造は鉄筋コンクリート造の平屋建築、屋根は切妻屋根。 トタンによって外壁が後補される。 

・ 建築年代は昭和 10 年 1 月。 

・ 戦前は爆薬製造実験室、 野口研究所時代は 5 号館と称されていた。 

・ 野口研究所時代は、 各室を西側から 501 号室～ 505 号室と呼んでいた。 

・ 平成 29 年に曳家工事を実施し、 建物西側に位置していた爆薬製造升部分を現在の位

置に移動した。 

・ 内部は 2 層階と 3 層階の鉄骨の足場組が設置されており、 設置年代は不明だが、 「東

洋高圧機□株式会社製造　昭和 32 年」 と表示のあるプレートが付属している。 

・ 爆薬製造実験室と加温貯蔵室 ( № 457 ・ 現存しない ) との間には防爆壁が設置されてい

たが、 平成 18 年以降に除去されている。 

・ 現在、 屋根に穴が開いており、 雨水により足場組等に腐食が見られるなど、 保存環境は

好ましくない。

履歴

・ 昭和 10 年 1 月に建築されたと考えられる。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によると、 鉄筋コンクリート平屋建の 310 号は 「化学研究室」 とし

て使用予定とされている。 

・ 平成 29 年以前は史跡指定地外に位置していたが、 平成 29 年に主要施設である爆薬

製造升部分 ( 全体のおよそ 1/3、 501 号室部分 ) の曳家工事を実施し、 180 度回転して

現在の位置に移設された。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

写真

・平成 18 年 10 月に撮影した写真では、

現在はすでに除却された東側の部分が

残っている。また平成 30 年 5 月に撮

影した写真に比すると、現存する西側

壁面のトタンに関しては錆が進んでい

ることがわかる。

平成 18 年 10 月撮影

平成 18 年 10 月撮影
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No.45　銃器庫

概要

・ 構造は鉄筋コンクリート造平屋建、 内部は木造二階建の棚床が設置されている。 

・ 木造の棚床は戦前から設置されていたとする証言がある。 

・ 建物東側には戦後の後補と考えられるトタン小屋が付属していたが、 現在は除去されてい

る。 

・ 建物西側 ・ 東側の窓部分に 1 台ずつ、 南側の出入口 2 ヶ所に 1 台ずつシャッターが設

置されているが、 東側の窓部分はシャッターが除去されている。 

・ 建物南側の出入口 2 ヶ所には引き戸となっている。 

・ 現在、 内部には木製棚や戸棚等が残置しており、 表面採取や試掘調査で得られた遺物

等を一時的に保管している。 

・ 以下の状況から、 保存状態は概して好ましい状態ではない。 外壁にはコンクリートの亀裂

が視認でき、 かぶり部分の鉄筋が露出している。 内部の建物東側の窓部分はベニヤ板で

塞がれているが、 隙間ができており、 内部へ風雨が吹き込んでいる。 また木造の棚床は軋

みもみられる。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

史料上、 銃器庫の存在が確認できる初出例であるが、 この時点では木造の建物で、 長方

形状である。 

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 木造平屋建であり、 東側に張出部分が確認できる。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によると、 鉄筋コンクリート平屋建の 329 号は 「倉庫」 として使用

予定とされている。 形状は東側に張出部分が確認できる。 鉄筋コンクリート造平屋建として

記入されているのは、 この史料が初出であり、 昭和 18 年から昭和 22 年の間に改築された

ものと考えられる。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

東側に張出部分が確認できる。 

・ 東側張出部分については、 写真では平成 28 年夏ごろまで存在が確認できるが、 平成

29 年には既に除去されているため、 その間に除去されたものと考えられる。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

写真

平成 28 年 7 月撮影

・平成 28 年 7 月に撮影した写真では、

銃器庫東側面にプレハブ建物が設置さ

れ、自転車置場として利用されている

様子が確認できる。平成 30 年 5 月に

撮影した写真では、この部分が除却さ

れており、接続部分に塗装が施されず

シャッター跡が剥き出しになっている

状態がわかる。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.46　燃焼実験室

概要

・ 財務省№は、 № 622 だが、 戦中は№ 290( 発射場 ) である。 

・ 構造は鉄筋コンクリート造 2 階建。 

・ 外観の意匠は、 装飾を排除したモダニズム建築の流れに位置づけられるが、 装飾の必要

がなかったとも考えられる。 

・ 建物の建築年は不明だが、 昭和 18 年以降と考えられる。 

・ 一階、 二階ともに東西に中廊下が走り、 南北に部屋が配置されている。 2 階東端の 128

室も中廊下だった可能性がある。 

・ 建物内部に設置されている各部屋は、 野口研究所時代に研究室として利用されていた状

況を残しており、後補と考えられる壁や実験機器に関係すると思われる配管等が残っている。 

・残存する室名札によれば、 各部屋の室名は、 以下の通り。 一階は 「細胞培養室」、 「112

組み換え DNA 実験室・生体材料実験室」、「113 低温実験室」、「114 生化学実験室」「115

試料保管室」、「P2 実験室」、「117 分光分析室」、トイレ、物置、「118 共通機器室」、「119P1

実験室」、二階は 「121 研究管理室・常務理事室」、「122 図書室」、「123 糖タンパク室」、

「124」 ( 室名不明 )、 「125」 ( 旧記念室 ) か、 「127 書庫」、 「128」 ( 室名不明 ) となっ

ている。 

・ 昭和 46 年 8 月ごろに撮影された写真によれば、 この時点では屋上北東部分に煙突が付

属し、 外壁は塗装されていなかった可能性がある。 

・ 一階東端の 「119P1 実験室」 の外壁部分には、 27 ㎝四方の窓の痕跡が残っており、

弾道管と連結していたと推測できる。 

・ 外壁部分に残っている 2 ヶ所の庇から、 当初の出入口の存在を想定することができる。

特に北側壁面に残る庇に当たる部分は、 内部にはトイレに設置されているが、 当初は出入

口があったものと考えられる。

・ 平成 29 年度、 耐震診断調査を実施し、 耐震補強の必要はないとの結果を得た。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置には発射場 ( № 290) の記載がある。 これ

は露天式発射場 ( № 290) と同じであり、一時期同機能で扱われていたと考えられる。 また、

現在の鉄筋コンクリート建造物となった時点で、 № 290 から№ 622 へ変更になった可能性

もある。 

・ 現在の鉄筋コンクリート建造物が史料上確認できるのは、 昭和 22 年 4 月に野口研究所

から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」( 東京都公文書館所蔵 ) であり、

「Reinforced concrete bldg」 ( 鉄筋コンクリート建造物 )、「2 storied bldg」 ( 二階建建造物 )

と記載されており、 野口研究所は 「化学研究室」 として使用予定であると申請している。
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写真

・昭和 46 年 8 月頃に撮影した写真をみると、外壁は現在のような塗装処理を施し

ていないように見られる。また北東部分の屋上には、煙突と思われる設備も設置

されている。

昭和 46 年 8 月頃撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.47　擁壁

概要

・ 鉱滓煉瓦壁とコンクリート壁が接合している。 

・ 構造は屋根、 壁、 土台部分からなる。 

・ 軽便鉄道の軌道と北側の試験室や弾道管等の試験施設との間を隔てる機能だったものと

考えられる。 

・ 鉱滓煉瓦壁が 4 スパン、 コンクリート壁が 1 スパン、 合計 5 スパンが現存する。 また土台

部分のみが、 西方向の燃焼実験室沿いまで残る。 

・ 現存する西方向の土台から、 燃焼実験室沿いまで擁壁が残っていたものと推測できるが、

昭和 46 年の段階では、 既に現存する部分で切断されていることがわかる。 この切断部分

には階段が掛けられていたことから、 階段の設置と同時期に擁壁が設置されたものと考えら

れる。 

・ 壁面は、 鉱滓煉瓦の目地部分や、 コンクリート壁との取り次ぎ部分に亀裂がみられる。 土

台部のみ現存する部分は、 鉱滓煉瓦の崩れが顕著である。 また植物の植生も確認できる。

保存状態は極めて悪い。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 現在の位置に擁壁の存在は確認できず、 土塁が表記さ

れている。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

現在の位置に擁壁と思われる構築物が表記されている。

・ 昭和 46 年 8 月頃撮影された写真では、 少なくともコンクリート壁が 7 スパン存在していた

ことがわかり、 公園敷地内に当たる部分が除去されたものと考えられる。

写真

昭和 46 年 8 月頃撮影
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No.48　弾道管

写真

平成 18 年 10 月撮影

概要

・ 現在は燃焼実験室の北東部分から加賀公園の方向まで、 30.5m の長さで現存している。 

・ 構造は、 管とそれを支える台形および角型橋脚 (12 ヶ所 ) からなる。 

・ 管はコンクリートヒューム管であり、 内部に 「ACRK　27 吋　722」 の銘を持つ既製品と考

えられる。管は端部分のみ 2 層構となっており、外側は鉄線をセメント塗り固めた構造を持つ。 

・ 橋脚は、 煉瓦組みの上にコンクリートを塗り固める構造になる。 

・ 橋脚には側部に電線用碍子が上下に 2 つ設置している。 

・ 管と橋脚は鉄製バンドをボルトで固定している。 

・ 詳しい設置年代は不明だが、 史料上の初出は昭和 18 年である。 

・ 戦前においては、 西端は燃焼実験室北東隅の部屋に連結し、 東端はコンクリート構造物

の射
し ゃ だ

垜に連結していたものと考えられるが、 現在は燃焼実験室とは切断され、 射
し ゃ だ

垜部分は

除去されていることがわかっている。 

・ ヒューム管と脚部の取次部分に樹木が植生している。 これは平成 26 年に撮影した写真で

も確認できる。 また管の北側は、 一部苔が生えている。 

・ セメントと鉄線からなる管の外側は、 一部破損しており、 内部の鉄線が剥き出しになる部

分がある。 

・ 叙上のように、 概して保存状態は好ましくない。



91

第２章　史跡指定地の概要と現況

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 № 270 に連結する形で弾道管と思われる構造物が表記

されており、 これが史料上の初出例である。 

・ 昭和 42 年に撮影された航空写真によれば、 中央部分の切断は確認できない。 また燃焼

実験室と連続しているように見える。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

燃焼実験室との連結部分と中央部分が切断除去されている状態が示されている。

写真

昭和 42 年撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.49　加温貯蔵室

概要

・ 旧 ・ 火薬製造所エリアの東側に位置し、 南側には土塁 ( 北側 )、 東側には加温貯蔵室

試験火薬仮置場基礎、 西側は土塁跡が配される。 

・ 東西壁面には建設時のものと考えられる、 編み入りガラスを収めた小さな横軸回転窓が

設置されている。 

・ 南面は、 東西の壁面と中央の出入口扉両脇の壁面から壁が付き出しており、 その壁の小

口には 4 ヶ所の大きな鉄製蝶番のようなものが現存する。 

・ 南北面にある扉、 北面のシャッターが配されるが、 これらは近年の更新と思われる。 

・ 鉄筋のかぶり部分コンクリートの爆裂や、 コンクリート基礎の破損により、 保存状態は好まし

くない。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

現在の位置に建物の存在が表記されている。 この段階では東隣に加温貯蔵室試験火薬仮

置場の存在は確認できず、 これが史料上確認できるのは昭和 11 年以降である。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、 「鉄筋コンクリート平屋建」 として記録されるが、 破損

状態にあるとされ、 使用不可と申請されている。

写真
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写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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No.50　ガラス窓枠

No.51　地下貯蔵庫

概要

・ 史跡指定地外に立地していた爆薬製造実験室の東壁に設置されていたもので、 東壁に 2

枚設置されていた。 

・ 鉄枠で細かく区切られているのが特徴で、 全 30 枚のガラスが配される。 

・ 平成 29 年に建物が撤去された際に、 全 2 枚のうち 1 枚が取り外され、 現在は地下貯蔵

室の扉上に保存されている。 

・ 窓ガラスには破損がみられ、 保存状態は悪い。

履歴 ・ 平成 29 年に爆薬製造実験室が撤去された際に、 取り外され、 一部保存された。

写真

概要

・ 設置年代等、 詳細は不明である。 

・ 従来上部にはプレハブが設置されていたが、 平成 29 年に撤去され、 現在は蓋がされて

いる。 

・構造は、底部の端部が面取してあり、地下室ではなく、水槽として利用していたと考えられる。 

・ 表面には後に塗装されたと思われる防水の塗膜が剥がれている。 このことから、 元々水

槽として利用されていたものを、 野口研究所時代も同様に再利用していたと考えられる。

履歴 ・ 設置年代等、 詳細は不明である。

写真



97

第２章　史跡指定地の概要と現況
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No.52　常温貯蔵室

概要

・ 旧 ・ 火薬製造所エリアの西側に位置し、 南側には土塁 ( 北側 )、 東側には土塁跡、 西

側は爆薬製造実験室が配される。 

・ 詳細な設置年代は不明だが、 昭和 9 年の図面に存在が確認できるため、 昭和 9 年以前

に設置されたものと考えられる。 

・ 構造はコンクリート造で、 上下 2 段 8 列の棚構造で、 16 の鉄製扉を有する。 扉は貫抜き

錠で、 現状では 8 面のみ現存する。 各室はコンクリート製仕切りで区切られ、 背面は木板

に漆喰塗りである。 

・ 一室の背面には、 「十条技術課　検」 という検印が確認できる。 

・ 扉の開閉は固まっており、 困難である。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

現在の位置に 「292」 という番号の構造物が確認できる。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、昭和 18 年とほぼ同様の形状の土塁が表記されている。

ただし、 火薬研究所方向へ伸びる土塁と接続している。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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No.53　土塁 (北側 )

概要

・ 旧 ・ 火薬製造所エリアの中央より北側を東西に構築されており、 東側は築山に接続してい

る。 

・ 現在は長さ約 33m、 斜面勾配 45°の形状を残す。 

・ 北側斜面にはコンクリート被覆がなされている。 コンクリ―トの両端面が成型され、 さらに西

端部には先端が曲げ加工された鉄筋が露出していることから、 鉄筋コンクリート部分は、 現

存する範囲だけだったものと考えられる。 

・ 詳しい設置時期は不明だが、 大正 10 年の図面には現在の位置に土塁が構築されている

ため、 少なくともそれ以前に設置されたものと考えられる。

履歴

・ 大正 10 年作成図に関東大震災の被害状況を書き込んだ 「関東地方震災関係業務詳

報附表及附図」 ( 文庫 - 柚 -375、 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、 現在の位置に土

塁が構築されているが、 現在よりも西側に長く伸び、 現在の加賀橋からの延長線付近まで

続いている。 

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

土塁の改変がなされ、 この時点で既に、 加温貯蔵室と常温貯蔵室との間を隔てる土塁が、

構築されていることがわかる。 

・ 昭和 12 年 「大日記　昭和 12 年度事業費工事追加実施の件」 ( 防衛省防衛研究所所

蔵 ) によれば、 土塁が銃器庫付近で切断され、 土塁北側の建物を囲む形で 2 本の土塁が

構築されている。 

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 加温貯蔵室試験火薬仮置場の東側や築山北側に、 建

物を囲む土塁が設置されている。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

土塁の撤去がなされ、 現在と同様の形状になっている。 

・ 平成 29 年に土壌汚染対策として、 盛土 (50 ㎝ ) を施し、 盛土部分の崩れを防ぐために

種子の吹付を行った。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.54　土塁 (南側 )

概要

・ 露天発射場と掩蔽式発射場 ( 弾道管 ) との間を隔てる形で構築されている。 

・詳しい設置時期は不明だが、 史料上は少なくとも昭和 9 年までには存在することがわかる。 

・ 土塁の東方向の延長線上にあたる、 加賀公園内の箇所を試掘した結果、 土塁が残存し

ており、 版築工法で構築されていることが確認された。 ただし北肩部分は撹乱され、 上端

部分は削平されていることがわかった。 

・ 土塁中央部分にコンクリート基礎が設置されているが、 設置時期等の詳細は不明である。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

現在の位置に土塁が構築されていることがわかり、 これが史料上の初出である。 

・ 昭和 30 年代までは土塁 ( 北側 ) と同様の高さを有していたが、 その後削平され現在の

高さとなる。 

・ 平成 29 年に行った土壌汚染対策工事により、 盛土 (50 ㎝ ) を行い、 盛土の崩れを防ぐ

ために芝を設置した。

写真
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No.55　発射場基礎

概要

・ 旧 ・ 火薬製造所エリアのおよそ中央に位置し、 北側には土塁 ( 北側 ) とコンクリート擁壁、

西側には銃器庫、 東側は発射場、 南側には燃焼実験室が配される。 

・ 上部には木造平屋建瓦葺の小屋があったが、 平成 17 年に除去された。 

・ 基礎からは間仕切りにより 3 部屋構造だったものと考えられる。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

同位置に構造物が確認できるが、 形状は四角形である可能性がある。 

・ 昭和 12 年 「大日記　昭和 12 年度事業費工事追加実施の件」 ( 防衛省防衛研究所所

蔵 ) によれば、 現在と同様、 北東隅に凸部分のある形状が確認できる。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によると、 「Wooden bldg」 ( 木造建築 ) と表記される。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.56　試験室 (№ 672)

概要

・弾道管の南側、燃焼実験室の東側に位置し、試験室 ( № 552) の西隣に設置されている。 

・ 建物番号の№ 672 は、 戦後に振り付けられた可能性がある。 なお昭和 22 年 4 月の史

料によれば、 「210」 と付番されている。 

・ 内部は木板が張られ、 スチール製棚や木製棚等が残置している。 

・ 外壁はトップコートもしくはモルタルが塗装されており、 亀裂や割れがみられる。 

・ 外壁にはペンキと思われる塗料で 「672」 と表記されている。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記乙輯　昭和 9 年 〔昭和 9 年度事業費工事一部計画変更実施の件〕

部外秘　第 10 号 ( 昭和 9 年 4 月 1 日現在構内図 )( 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、

現在の位置に建物の存在が表記されているが、 現在の鉄筋コンクリート建造物であるかは不

明である。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、 「鉄筋コンクリート平屋建」 の 「210」 として表記され、

野口研究所は 「倉庫」 として利用予定であると申請している。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

少なくともこの時点においては、試験室 ( № 552) と試験室 ( № 672) を覆うかたちで、「食堂」

が設置されていることがわかる。 

・ 平成 29 年 2 月にプレハブを除去した結果、 全容を確認した。

写真

平成 16 年 10 月撮影
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写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.57　試験室 (№ 552)

概要

・弾道管の南側、燃焼実験室の東側に位置し、試験室 ( № 672) の東隣に設置されている。 

・ 外壁にはペンキと思われる塗料で 「552」 と表記されている。 

・ 外壁はトップコートもしくはモルタルが塗装されており、 亀裂や割れがみられる。

履歴

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、 「鉄筋コンクリート平屋建」 「522」 として表記され、 野

口研究所は 「倉庫」 として利用予定であると申請している。 なおこの時点で 「552」 は 「鉄

筋コンクリート平屋建」 として、 燃焼実験室の南方向に表記されているため、 別の建物だと

考えられる。 

・昭和 46 年以降の状況を示していると考えられる「財団法人野口研究所配置図」によれば、

少なくともこの時点においては、試験室 ( № 552) と試験室 ( № 672) を覆うかたちで、「食堂」

が設置されていることがわかる。 なお、昭和 22 年の 「旧軍用施設転換申請書」 で 「552」

と表記されていた 「鉄筋コンクリート平屋建」 の建物の表記はなく、 この時点で既に除去さ

れたものと考えられる。 

・ 試験室に接続し野口研究所時代に食堂として利用されていたプレハブ建物を、 平成 29

年 2 月に除去した結果、 全容を確認した。

写真
昭和 46 年撮影
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No.58　軽便鉄道軌道敷

概要

・ № 7 と連続する。

・ コンクリートの線路敷が現存している。

・ 線路は現存しない。

・ コンクリートの保存状態は、 好ましくなく、 欠損部や雑草が繁茂している箇所も確認できる。

・ 旧野口研究所跡地から加賀公園方向へ、 およそ東西の方向に伸びているが、 加賀公園

部分は盛土されており、 コンクリートは確認できない。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

履歴

・ 明治 39 年度 (1906)、 陸軍によって敷設された。 当時の設計によれば、 「第三十六号

倉庫」 ( 現加賀一丁目 3、学園通り付近か ) から、石神井川を橋梁で渡り、正門・本部 ( 加

賀一丁目 10、 現加賀西公園 ・ 東板橋体育館付近 ) を通り、 「原料倉庫」 ( 現加賀二丁

目付近か ) まで敷設された。

・ 終戦時まで、 電気軌道および軽便軌道は、 延長されたものと考えられる。

写真

No.59　金網柵

概要
・ 石神井川緑道と旧 ・ 火薬製造所エリアとの間を南北に設置されている。 

・ 形状は金網柵の上部には有刺鉄線が付属している。 脚部はコンクリートで固定されている。

履歴
・ 設置時期は不明だが、 平成 2 年には既に設置されていたものと考えられる。 

・平成 29 年に実施した土壌汚染対策工事の際に一時撤去され、工事完了後に復旧された。

写真

・平成2年8月に旧野口研究所501棟(旧

爆薬製造実験室 ) 周辺を撮影した写真に

よれば、この時期から現在と同様の金網

柵が設置されていたことが確認できる。

平成 2年 8月撮影
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No.60　コンクリート塀

概要

・ 王子新道沿いに位置し、 東西に伸びる。 

・ 現在の位置には、 少なくとも昭和 9 年以降にはコンクリート塀が設置されていたが、 現在

設置されているコンクリート塀とは異なる。 

・ 詳しい設置年代は不明だが、 昭和 46 年以降に更新されたものと考えられる。

履歴

・ 大正 10 年作成図に関東大震災の被害状況を書き込んだ 「関東地方震災関係業務詳

報附表及附図」 ( 文庫 - 柚 -375、 防衛省防衛研究所所蔵 ) によれば、 現在の位置には

「生垣」 が設置されている。 

・ 昭和 9 年 「大日記　昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」 ( 防衛省防衛研

究所所蔵 ) によれば、 現在の位置にはコンクリート塀が設置されている。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によると、 現在の位置には 「Concrete Wall」 が設置されている。

写真

・昭和 46 年 8 月に撮影された外壁の写

真によれば、現在設置されているコン

クリート塀よりも高さがあり、現在の

ものとは別種類と考えられる。

昭和 46 年 8 月頃撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.61　土留

概要

・ 土塁の土留が、 土塁 ( 北側 ) の①西端部分と、 ②南側斜面西端部分に 2 ヶ所に設置さ

れている。 

・ ①は近年設置されたものと思われ、 ②は平成 29 年の土壌汚染対策工事時に、 盛土の

土留として、 擬木が設置された。 

・ ②は戦後に土留として設置されたと思われる煉瓦組を保護するために、 これらを埋設する

形で擬木を設置した。

履歴

・ ①は平成 27 年 7 月撮影写真では確認できないため、 それ以降に設置されたものと考え

られる。 

・ ②は平成 29 年に設置された。

写真

平成 29 年撮影写真

平成 27 年撮影写真
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No.62　石

No.63　排水溝跡

概要 ・ 旧 ・ 火薬製造所エリアの西側に位置し、 燃焼実験室の南側に置かれている。

履歴 ・ 詳細は不明。

写真

概要
・ 設置年代等、 詳細は不明である。 

・ 現在使用されておらず、 排水溝としての機能の可否を今後確認する必要がある。

履歴 ・ 設置年代等、 詳細は不明である。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.64　コンクリート基礎

No.65　階段

概要
・ 土塁 ( 南側 ) のおよそ中央部分に設置されている。 

・ 設置年代や機能等、 詳細は不明である。

履歴 ・ 設置年代や機能等、 詳細は不明である。

写真

概要

・ 詳しい設置時期は不明だが、 戦前の史料ではその存在が確認できないため、 戦後野口

研究所時代に設置された可能性がある。 

・ 野口研究所時代には少なくとも 5 ヶ所に設置されていた。 現在その痕跡が残っているのは

2 基であり、 ①燃焼実験室西脇、 ②擁壁東脇である。 現存していない 3 基は、 発射場付

近に設置されていた。

履歴

・ 戦前の図面では、 存在は確認できない。 

・ 平成 29 年に①燃焼実験室西脇、 ②擁壁東脇にあった階段 2 基は、 除却された。 他 3

基の除却時期は不明である。

写真

平成 28 年 2 月撮影
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No.66　加温貯蔵室試験火薬仮置場基礎

概要

・ 旧 ・ 火薬製造所エリアの東側に位置し、 南側には土塁 ( 北側 )、 東側には土塁、 西側は

加温貯蔵室が配される。 

・ 加温貯蔵室に併設していた建物で、 加温貯蔵室と廊下が連結する形で、 基礎のみが現

存する。 

・ 床面に耐火煉瓦を敷き、 鉄板を覆った耐火構造が認められ、 床下を這うように屋外に排

水することができる鉄製配管が確認できる。 

・ 現在建物は現存しないが、 鉄筋コンクリート造平屋の建物が 1 棟設置されていた。 

・ 設置年代、 撤去年代ともに判然としないが、 設置は昭和 11 年以前、 撤去は平成 18 年

から平成 26 年の間と考えられる。

履歴

・昭和 11 年 4 月の状態を示す図面が収録される 「陸軍省 大日記 乙輯 S12-2-34」 ( 防

衛省防衛研究所所蔵 ) によると、 現在の位置に 「321」 という付番がなされた建物が表記

されており、 これが史料上確認できる初出である。 また西隣には加温貯蔵室 ( № 293) も確

認できる。 

・昭和 22 年 4 月に野口研究所から東京都渉外部に提出された「旧軍用施設転換申請書」

( 東京都公文書館所蔵 ) によれば、 「鉄筋コンクリート平屋建」 として記録されるが、 破損

状態にあるとされ、 使用不可と申請されている。 

・ 撤去時期は不明だが、 平成 18 年に撮影した写真には建物の姿が確認できるため、 平成

18 年から旧野口研究所内の近代化遺産群の調査を開始する同 26 年の間に撤去されたも

のと考えられる。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

写真

平成 18 年 10 月撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

③旧・理化学研究所エリア

図 15：構成要素の位置図
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No.67　宿舎コンクリート基礎

No.68　マイクロ加工棟

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア西側に位置している。 

・ 戦後、 理化学研究所時代に宿舎が設置されており、 その基礎と考えられる。 

・ 現在は植物が繁茂しており、 全体の姿は把握できないが、 マイクロ加工棟周辺に確認でき

る。 

・ 一部鉄製の金具が表面に露出している。 

・ 戦前の図面では、 現在の位置に建造物等は確認できない。

履歴 ・ 詳細は不明である。

写真

概要 ・ 旧理化学研究所エリア西側に位置している。

履歴 ・ 昭和 50 年に設置されたとされる。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.69　爆薬理学試験室

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア中央部に位置している。 

・ 構造は鉄筋コンクリート造平屋建、 地下一階建。 

・ 理化学研究所板橋分所のパンフレットによれば、 近年は、 Ｘ線棟 (357 棟 ) と称され、 内

部は 「X 線棟研究 ・ 実験室」、 「研究室」 (2 室 )、 「セミナー室」 として利用していた。 

・ 設置年代は財務省台帳では昭和 16 年とされるが、 根拠は不明である。 

・ 昭和 9 年の図面には建物が確認できない一方で、 昭和 12 年の図面には 357 号棟が描

かれていることから、 昭和 9 年から昭和 12 年の間に設置されたと推定される。 

・ また 「造兵廠昭和 11 年度設備に関する件」 ( 『大日記乙輯昭和 11 年』 所収、

C01002136400) によると、昭和 11 年度の事業として「鉄筋「コンクリート」造平屋建」の「火

工廠板橋火薬製造所敷地　爆薬理学試験室新築」 が示されている。 建物番号や建物の

位置が示されていないため、 この建物がすなわち現存する爆薬理学試験室であると同定す

ることはできないが、 叙上の建築推定期間と矛盾しない。 

・ 私道側 ( 建物北側 ) には、 ポリカ庇と舗装がなされているが、 いずれも近年設置されたも

のと思われる。 

・ 私道側の壁には、 庇が 4 ヶ所設置されている。 現在西側 2 ヶ所は壁になっているが、 こ

れらも含めて、 庇が残る部分は出入口だった可能性がある。 火薬を扱う軍事施設は、 各部

屋を独立させる仕様が多いため、 この建物も同様の仕様だったと考えられる。 

・ 建物南側にはバルコニーが設置されている。 現在 1 階からバルコニー方向への出入口が

ないが、 各部屋を独立させる仕様だったとすれば、 従来は出入口があった可能性がある。 

・ 1 階と地下 1 階は近年更新されたアルミサッシが設置されているが、 通常生じる接続部

分とのひび割れが確認されない。 こうしたことから、 柱と梁を残して、 壁面全体を造り直して

いる可能性がある。 

・ 地下 1 階は、 天井が低く、 石神井川に面して地面が意図的に掘り込まれている。 南側に

「仮置場」 ( № 625) が面していることから、 爆薬理学試験室での実験に使用する荷物を一

時的に置く施設だったと考えられる。 

・ 天井部分はすべて近年更新されたものと思われるが、 一部穴が開いている部分があり、

鉄骨トラス構造と思しき構造が確認できる。 

・ 現在、 建物内部には理化学研究所時代に使用されていた実験装置や施設が残存してい

る。

・ 平成 29 年度に耐震診断調査を実施し、 耐震補強が必要となる結果を得た。

履歴

・ 「造兵廠昭和 11 年度設備に関する件」 ( 『大日記乙輯昭和 11 年』 所収、

C01002136400) によると、 昭和 11 年度の事業として 「火工廠板橋火薬製造所敷地　爆

薬理学試験室新築」 が挙げられ、 「鉄筋 「コンクリート」 造平屋建」 で、 予算 16,500 円

と記されている。 

・ 昭和 12 年 「大日記　昭和 12 年度事業費工事追加実施の件」 ( 防衛省防衛研究所所

蔵 ) によれば、 現在の位置に 357 号棟が描かれている。
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写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.70　中性子線観測所土台

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア中央部、 爆薬理学試験室の南側に位置する。 

・ 地形は一段低くなっているが、 建物の建築時に削平したものではなく、 元々掘り込まれた

地形を利用したものと考えられる。

履歴 ・ 詳細は不明だが、 昭和 40 年代に建築されたとされる。

写真
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No.71　物理試験室

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリアの西側に位置している。 

・ 東西に 3 棟が連結しており、 ここでは便宜的に東から C、 D、 E 棟と称する。 

・ 構造はそれぞれ、 C 棟は鉄筋コンクリート造平屋建、 D 棟は煉瓦造平屋建、 E 棟は鉄筋

コンクリート造平屋建である。 

・設置年代はそれぞれ、 C 棟が昭和 13 年、 D 棟が明治 40 年、 E 棟が昭和 6 年とされる。 

・ 理化学研究所板橋分所のパンフレットによれば、 近年は本館 (255 号棟 ) と称され、 内

部は 「1 号室」、 「2 号室」、 「3 号室」、 「4 号室」、 「9 号室」、 「10 号室」、 「資材室」、 「研

究室」、 「会議室」、 「機械場」、 「事務室」、 「準備室」、 「電源室」 として利用していた。 

・C 棟には湯川秀樹、D 棟は武井武、E 棟は朝永振一郎が使用していたとされる部屋が残っ

ている。 またＥ棟には電算機、 宇宙線観測機器が設置されていたとされる部屋も残る。 

 

＜各棟の構造＞ 

・ C 棟は中廊下型の配置をとる。 

・ D 棟は石神井川側も私道側も煉瓦壁体の外観を持つ。 玄関部分の正面外壁は、 荷重を

受ける関係で腰壁と上部壁とで積み方を変えるため、 壁厚が異なる。 その繋ぎ部分は、 モ

ルタルで傾斜面を作る。 玄関部分以外は、 腰壁が煉瓦、 上部壁が煉瓦にモルタルを塗り

込むものと推測される。 小屋組は鉄骨で組まれ、 リベットが使用されていることから、 関東

大震災の復興時に架け替えられたものと考えられる。 

・ E 棟は北側に廊下、 南側に各室が配置される。 

・D 棟の床には、 電気軌道のレールが確認されるが、 私道側の煉瓦壁体によって遮られる。

電気軌道が私道の方向に伸びていたとすれば、 私道側の煉瓦壁体は後年の改変と考える

ことができる。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記　昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」 ( 防衛省防衛研

究所所蔵 ) によれば、 現在の位置に 255 号棟の記載が見られるが、 小規模な建物が描

かれている。 これは現在の D 棟を指すと考えられる。 

・ 昭和 12 年 「大日記　昭和 12 年度事業費工事追加実施の件」 ( 防衛省防衛研究所所

蔵 ) によれば、 現在の位置に長方形の 255 号棟が描かれている。 建物の形状は、 西方

向に延長したようにも見え、 E 棟が連結されたものと考えられる。 また爆薬理学試験室 (357

号棟 ) との間には距離がみられ、 この段階では C 棟は建築されていないものと推測できる。 

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 「物理試験室」 と記載され、 D ・ E 棟部分に加えて、 現

在の位置に C 棟部分が設置されていることがわかる。 図面によれば、 C ・ E 棟部分が鉄筋

コンクリート造、 D 棟部分が煉瓦造と記載されており、 現在の構造と一致する。 また D 棟部

分には 2 基の避雷針が設置されている。 

・ D 棟は設置以来、 何度か名称を変えていることがわかっており、 大正 10 年時点では第

三光沢室、 昭和 9 年時点では仮置場、 昭和 18 年時点では物理試験室、 昭和 20 年終

戦時は物理試験室と称されていた。

・ 平成 29 年度に耐震診断調査を実施し、 C 棟と D 棟は耐震補強が必要との結果を得た。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

写真
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写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況
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No.72　爆破試験用コンクリートアンカー

No.73　井戸

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリアの西側、 物理試験室の南側に位置し、 井戸に隣接する。 

・ 円形のコンクリートアンカーを吊り上げ井戸に蓋をし、 井戸内の水中で爆破実験を行ってい

た可能性がある。

履歴 ・ 設置年代等の詳細は不明である。

写真

平成 28 年 9 月撮影

概要

・旧・理化学研究所エリアの西側、 物理試験室の南側に位置し、 爆破用コンクリートアンカー

が隣接する。 

・ 円形のコンクリートアンカーを吊り上げ井戸に蓋をし、 井戸内の水中で爆破実験を行ってい

た可能性がある。

履歴 ・ 設置年代等の詳細は不明である。

写真

平成 28 年 9 月撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.74　電柱

No.75　看板

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア北側の私道沿いに 12 本設置されている。 

・12 本のうち 6 本には、電柱番号が記されており、「愛世支 9」、「愛世支 8」、「愛世支 7」、

「愛世支 5」、 「愛世支 3」、 「愛世支 2」 との表示がある。 

・ 12 本のうち 4 本は板橋区の街灯としても機能しており、 「板橋区街灯 A3645」、 「板橋区

街灯 A3646」、 「板橋区街灯 A3647」、 「板橋区街灯 A3649」 との表示がある。

履歴 ・ いずれも近年設置されたものと思われる。

写真

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア内に 4 種類の看板が設置されている。 ①理化学研究所板橋分

所の立て看板、 ②理化学研究所板橋分所のプレート看板、 ③駐車禁止のプレート看板、

④通行禁止のプレート看板の 4 点。

履歴 ・ いずれも近年設置されたものと思われる。

写真
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概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア北側の私道沿いに設置されている。 

・ 金網柵は旧 ・ 理化学研究所エリア北側の私道沿いと南側の石神井川緑道沿いに、 コンク

リート塀は爆薬理学試験室正面部分にのみ設置されている。 

・ コンクリート塀は平成 13 年には設置されていたことがわかる。 

・ 金網柵は、 段階的に設置されており、 爆薬理学試験室以東の部分は平成 13 年までに

設置されている。 また爆薬理学試験室正面部分から物理試験室方向に設置されたのは、

平成 27 年から平成 28 年の間である。 

・ 爆薬理学試験室以東の金網柵は、 平成 13 年までに設置されていたが、 平成 27 年から

平成 28 年の間に更新されたものと考えられる。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記　昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」 ( 防衛省防衛研

究所所蔵 ) によれば、 旧 ・ 理化学研究所エリア北側私道沿い 「消火栓及阻水弇 ( そすい

えん )」 および 「自営水道」 が設置されていることがわかる。 

・ 平成 13 年度までには、 コンクリート塀と金網柵の一部が設置されていたことがわかる。 

・平成27年3月から平成28年10月までの間に、金網柵が新設および更新がなされている。

写真

No.76　金網柵・コンクリート塀

平成 2年撮影

平成 13 年撮影

平成 13 年撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.77　酸置場 (№ 449)

No.78　仮置場 (№ 525)

No.79　摩擦試験室 (№ 455)

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア東側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室の東側 ( 現在のマイクロ加工棟付近 ) に設

けられており、 史料上確認できる初出である。

写真

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア南側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 爆薬理学試験室の南側に設けられており、 史料上確認

できる初出である。

写真

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア南側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室東端 (C 棟付近 ) の南側に設けられており、

史料上確認できる初出である。

写真
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No.80　射場 (№ 411)

No.81　火薬試験室 (№ 439)

No.82　厠

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア西側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室の南側に設けられており、 史料上確認でき

る初出である。

写真

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア西側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室西端 (E 棟付近 ) の南側に設けられており、

史料上確認できる初出である。

写真

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア西側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室西端 (E 棟付近 ) の南側に設けられており、

史料上確認できる初出である。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.83　□廊下

No.84　土塁

概要

・ 旧 ・ 理化学研究所エリア西側に位置していたが、 現存せず、 現在は物理試験室に接続

する便所および浴室が設置されている。

・ 昭和 18 年図には 「□廊下」 と記されているが、 料紙の欠損により判読できない。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 物理試験室と溜置室 ( № 254、 煉瓦造家、 史跡指定

地外で現存せず ) との間に設けられている。 

・ 同位置には、 現在物理試験室に接続する便所および浴室が設置されている。

写真

概要 ・ 旧 ・ 理化学研究所エリア東側に位置していたが、 現存しない。

履歴

・ 昭和 9 年 「大日記　昭和９年度事業費工事一部計画変更実施の件」 ( 防衛省防衛研

究所所蔵 ) によれば、 現在の旧 ・ 理化学研究所エリア東端部分に土塁が表記されており、

史料上確認できる初出である。

写真
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④史跡指定地周辺エリア

図 16：構成要素の位置図
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.85　旧東京第二陸軍造兵廠建物群 (東京家政大学構内 )

概要

・ 平成 19 年度に板橋区登録有形文化財 ( 建造物 ) となった。 

・所在地は板橋区加賀一丁目 18 番 1 号、所有者は学校法人渡辺学園 ( 東京家政大学 )。 

・ 煉瓦造平屋が 3 棟現存しており、 建物は旧 220 号家 ( 現板橋校舎 21 号棟 )、 旧 225

号家 ( 現板橋校舎 22 号棟 )、 旧 261 号家 ( 現板橋校舎 58 号棟 ) の 3 棟。 

・ 建築年代は、 3 棟とも不明だが、 大正 12 年の図面には 3 棟とも確認できるため、 明治

後期から大正期の間に建築されたものと考えられる。 

・ 渡辺学園は明治 14 年に渡辺辰五郎が開いた裁縫塾を淵源とし、 戦前期には高等女学

校や専門学校などを経営していたが、 戦災により本郷周辺の校舎を失った。 昭和 21 年に

板橋火薬製造所の跡地に入居して、 新制東京家政大学 ・ 同附属中高に改組し、 現在に

至る。

履歴

・ 史料から、 以下の通り建物の使用変遷が明らかになっている。 

・ 旧 220 号家 ： 大正 12 年第四溜置室→昭和 9 年溜置室→昭和 12 年溶剤回収室→昭

和 18 年→溶剤回収室。 

・ 旧 225 号家 ： 大正 12 年截断室→昭和 9 年予乾燥室→昭和 12 年記載なし→昭和 18

年→予乾燥室。 

・ 旧 261 号家 ： 大正 12 年乾燥室→昭和 9 年乾燥室→昭和 12 年乾燥室→昭和 18 年

→乾燥室。 

・ 昭和 21 年、 渡辺学園が陸軍板橋火薬製造所の跡地へ入居し、 新制の東京家政大学 ・

同附属中高へ改組した。 大学は建物 28 棟、 高校は建物 4 棟、 中学は 7 棟の使用を開

始した。 

・ 昭和 38 年、 国より土地と建物の払い下げを受けた。 以後、 順次新校舎の整備を進めて

いる。 

・ 平成 19 年度に、 現存する 3 棟の建物が板橋区の有形文化財に登録された。

写真

平成 26 年撮影
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写真

平成 26 年撮影
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.86　圧磨機圧輪記念碑

概要

・ 区立加賀西公園内 ( 板橋区加賀一丁目 10 番 ) に位置している。 

・ 圧磨機として稼働していた時点では、 現在の位置ではなく、 加賀二丁目 15 番付近に位

置していたと考えられる。 

・ 材質は圧輪部分がヨーロッパ産の大理石、 土台はコンクリート製で表面は石張加工。 

・ 大正 11 年に、 記念碑として設置された。 

・ 昭和 60 年ごろ、 加賀西公園造成工事に合わせて、 圧磨機圧輪記念碑の移設工事が

実施され、 台座の更新や圧輪を支えるコンクリート材など増補などが実施され、 現在の形状

となった。 

・ 圧輪を支える土台部分はモルタル塗装がなされるが、 一部に割れが発生している。 これ

は平成元年から平成 13 年の間に発生したものと考えられる。

履歴

・ 明治 9 年 8 月の火薬製造所開業より黒色火薬の製造に使用された。 

・ 明治 39 年 11 月、 黒色火薬の製造廃止により、 圧磨機圧輪の使用が停止された。 

・ 大正 11 年 3 月、 陸軍省により記念碑として加工され、 落成した。 

・ 昭和 60 年、 産業考古学会の推薦産業遺産 5 号に認定された。 

・ 昭和 60 年ごろ、 加賀西公園造成工事に合わせて、 圧磨機圧輪記念碑の移設工事が

実施された。 

・ 昭和 60 年度に、 板橋区の記念物 ( 史跡 ) に登録された。

・ 平成 7 年度に板橋区の記念物 ( 史跡 ) に指定された。

写真

・東京府立第九中学校三五会編

『九中を中心としたる史跡名勝』

(1932) 掲載写真

昭和 60 年頃
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No.87　明治 35 年爆発事故招魂之碑

写真
平成元年 8月か 平成 13 年 11 月

概要

・ 区立加賀西公園内 ( 板橋区加賀一丁目 10 番 ) に位置している。 

・ 建立年代は、 明治 36 年 7 月 24 日で、 火災爆発事故によって亡くなった技師 ・ 職工の

1 周忌に合わせて建立された。 

・ 建立者は 「板橋火薬製造所有志一同」。 

・ 材質は自然石 ( 粘板岩 )。 

・ この火災爆発事故は、 明治 35 年 7 月 24 日に発生したもので、 丙製薬所で出火した火

災が隣接する建物に延焼し、 消火活動の指揮を執った花土丈七技士をはじめ、 火薬の搬

出にあたった職工ら、 合計 10 名が亡くなった。

履歴 ・ 明治 36 年に設置された。

写真
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第２章　史跡指定地の概要と現況

No.88　公益財団法人愛世会愛誠病院・シルバーピア加賀

概要

・ 現在、 加賀一丁目 3 番地の愛誠病院 ・ シルバーピア加賀の敷地内には、 計 6 棟の歴

史的建造物の存在が確認できている。

・ 現存する建物は、 煉瓦造の旧 36 号家 ( 現第 1 病棟 )、 煉瓦造の旧 35 号家 ( 現第 2

病棟 )、 煉瓦造で一部二階の旧 168 号家 ( 現精神神経科外来棟 )、 煉瓦造の旧 164 号

家 ( 現本部事務棟および第 3 病棟 )、煉瓦造の旧 256 号家 ( 現作業療法 )、鉄筋コンクリー

ト造の旧 438 号家 ( 現第 11 病棟 ) である。

・ このほか、 その他遺構等が現存する可能性がある。

履歴

・ 旧 36 号家 ： 大正 10 年図 第二硫酸庫 ( 関東大震災によって半焼 ・ 半壊 ) →昭和 9

年図 建物が再建→昭和 18 年図 綿薬配合室。

・旧 35 号家：大正 10 年図 倉庫 ( 関東大震災によって半焼・半壊 ) →昭和 9 年図 駆水室。

・ 旧 168 号家 ： 大正 10 年図 第二洗断室 ( 関東大震災によって破損 ) →昭和 18 年図 

混合室。

・ 旧 164 号家 ： 大正 10 年図 洗滌 ( 浄 ) 室 ( 関東大震災によって破損 ) →昭和 18 年図 

物置。

・ 旧 256 号家 ： 大正 10 年図 篩分室 ( 関東大震災によって破損 ) →昭和 9 年図 溜置

室→昭和 18 年図 爆薬理学実験室。

・ 旧 438 号家 ： 昭和 18 年図 化学実験室。

・ 昭和 22 年、 愛歯技工補導会 ( 現愛世会 ) が第二造兵廠時代の敷地と建屋の使用を開

始した。

写真
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No.89　公益財団法人愛世会　愛歯技工専門学校

概要

・ 現在、 加賀一丁目 16 番に所在する愛歯技工専門学校の敷地内に、 2 棟の歴史的建

造物が所在している。

・ 現存する建物は、 煉瓦造の旧 13 号家と煉瓦造の旧 140 号家の 2 棟である。

履歴

・ 旧 13 号家 ： 大正 10 年図 圧延再裁断室 ( 関東大震災によって一部半焼 ・ 半壊 ) →

昭和 9 年図 仕上収函仮置場。

・ 旧 140 号家 ： 大正 10 年図 第一気鑵室 ( 関東大震災によって破損 ) →昭和 9 年図 試

験室。

写真
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No.90　石神井川

概要

・ 石神井川は東京都小平市を水源に、 北区堀船で隅田川に流入する、 延長 25.2 ㎞、 流

域面積 61.6 ㎢の一級河川。 

・ 近世には、 石神井川は加賀藩下屋敷内を流れ、 分水を引いて大池が造営され、 池泉

回遊式庭園の中心となしていた。 なお池には千川用水の分水も利用されている。 

・加賀藩下屋敷では、石神井川の水流を利用し、流路に水車小屋が２ヶ所設置されていた。

うち一ヶ所には、 水車小屋と紙漉小屋が隣接しており、 水力を動力源に紙漉きが行われて

いたことがわかる。 

・ 幕末期には、 加賀藩が下屋敷内で大砲鋳造を行ったが、 大砲の砲身に穴を穿つための

動力源として、 水車が利用されていた。 

・近代には、 当地に火薬製造所が設置されるに際し、 兵部省が水車の存在を重視していた。

圧磨機圧輪は、 現加賀二丁目 15 番地付近に設置されたとされており、 石神井川の水流

を動力源としていた。 

・ また火薬製造所時代には、 動力源としての利用のほか、 機械類など重量物の搬入や火

薬などの安全な搬入に利用された可能性が高い。 

・ 昭和 34 年以降、 石神井川の改修工事が開始され、 水害に備えた護岸が整備された。

履歴
・ 昭和 33 年 9 月 26 日の狩野川台風で、 石神井川は区内で最も大きな被害をうけ、 昭

和 34 年以降、 改修工事が開始されている。

写真
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No.91　桜並木

概要
・ 石神井川沿いには桜並木が続き、 区内には 1,000 本以上の桜が植樹されている。 

・ 「板橋十景」 に選定されたほか、 区民をはじめ広く親しまれている。

履歴

・ 大正 12 年から昭和 15 年ごろに作成されたと考えられる 「陸軍造兵廠火工廠絵はがき」

には、 「火工廠内桜並木」 という絵葉書が収められていることから、 火工廠の敷地内に桜

並木があったことは想定されるが、 その位置は明らかではない。 また史跡指定地内に桜並

木が存在していたことは、 史料上確認できない。 

・ 平成 15 年、 板橋区は 「石神井川の桜並木」 を 「板橋十景」 として選定した。

写真

財団法人共栄会「陸軍造兵廠火工廠絵はがき」

(大正 12 年－昭和 15 年ごろ )※ただし撮影場所は不明。
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No.92　橋 (３基 )

概要
・ 石神井川エリアに３基設置されており、 西から加賀橋、 かがみどりばし、 金沢橋である。 

・ かがみどりばしのみ、 車両の通行が不可である。

履歴

写真
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No.93　石神井川緑道

概要

・ 石神井川沿い両岸に緑道が整備されている。 

・ ベンチ、 緑化ブロック、 街灯、 モニュメント等が設置され、 ウォーキングやランニングコー

スとしても利用されている。

履歴

写真
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No.94　水溜（№ 513）

概要

・旧・火薬製造所エリア西側の史跡指定地外に、 2 基存在していたが、 いずれも現存しない。 

・ 財務省台帳の建屋番号は、 № 462 と№ 513 である。 

・№ 462 は、2016 年当時テントの下にあり、形状は確認できなかった。 № 513 は、コンクリー

ト製長方形桝の形状であった。 

・ 2 基とも、 鉄製消火栓が設置されていた。

履歴

・ 昭和 18 年 「東京第二陸軍造兵廠本部及板橋製造所構内図」 ( 加賀五四自治会 ( 肥

田一穂氏寄贈 ) 文書 ) によれば、 2 基の存在が確認できる。 

・ 平成 29 年 11 月ごろ、 史跡指定地外の私有地に位置するため、 土壌汚染対策工事に

際して撤去された。

写真
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No.95　標柱

概要

・ 陸軍板橋火薬製造所時代の境界線周辺に点在し、 少なくとも 8 基確認できる。 

・ 設置時期は不明である。 

・ 私有地に所在しているものもあり、 保存状況は様々だが、 表出するものあれば、 舗装の

下に埋もれるものも確認される。 

・ 刻印が確認できるものは 3 基あり、 「陸軍用地」 (2 基 )、 「陸軍省 [ 以下判読不可 ]」 と

記される。

履歴

・ 設置時期等、 詳細は不明である。 

・ 平成 22 年に文化財係が調査した段階で把握していた石柱のうち、 現段階では 2 基が確

認できなくなっている。

写真
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No.96　コンクリート壁および壁柱

No.97　土塁

概要

・ 陸軍板橋火薬製造所時代の境界線周辺に点在している。 

・ 設置時期は不明である。 

・ 現在、 少なくともコンクリート壁は 1 基、 壁柱は 2 基現存することを確認している。

履歴 ・ 設置時期等、 詳細は不明である。

写真

概要

・ 加賀一丁目 2 番付近に位置する。 

・ 541 号家 ( 変電室 ) 付近に位置し、 現在はクリーニング店が使用している。 

・ 史料上土塁が設置されている様子は確認できないが、 自然地形で盛り上がりがみられ、

この部分が該当する。 旧 ・ 理化学研究所エリア東端に位置していた土塁につながっていた

ものと考えられる。

履歴

写真
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No.98　レンガパーク

No.99　陸軍工科学校跡

概要
・ 現 ・ 加賀公園エリアの王子新道を挟んで南側、 現板橋区立板橋第五中学校一帯 ( 板橋

四丁目 49-3) に位置していた。

履歴

・ 明治 41 年 9 月に、 砲兵工科学校の分校として板橋分校が設けられ、 砲兵工科学校の

火工学生が小石川本校から板橋分校へ移る。 

・ 大正 9 年に、 陸軍工科学校板橋分校と改称している。 

・ 昭和 15 年 7 月に、 小石川の本校とともに陸軍兵器学校と改称され、 神奈川県高座郡

大野村淵野辺 ( 現在の神奈川県相模原市 ) に移転した。 

・ その後、 終戦時まで建物と施設は東京第一陸軍造兵廠の板橋宿舎として使用された。 

・終戦から昭和 30 年 4 月までは、 GHQ の情報機関 CIC( 対敵諜報隊 ) が設置されていた。 

・ 昭和 30 年 4 月に、 板橋区立板橋第五中学校が開校した。

写真

概要

・ 加賀一丁目緑橋緑地内に位置している。 

・ 戦後、 株式会社釜屋の工場として使用されていた大正期の煉瓦造平屋建の建物の一部

をモニュメントとして設置したものである。 

・マンションが建設される以前は、陸軍板橋火薬製造所時代に設置された煉瓦造平屋建(大

正期 ) の建物が所在しており、 戦後、 株式会社釜屋が工場として利用していた。

履歴

写真

平成 29 年 9 月撮影
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No.100　東京都水道局・区立公園敷地

４.史跡指定地の状況

（１）土地の所有関係

　平成 30 年 3 月時点で、史跡指定地は国、都、板橋区土地開発公社が所有している。

このうち板橋区土地開発公社が所有する土地については、令和 3年度までに板橋区が

取得する予定であり、現在は区と板橋区土地開発公社の協定により、板橋区が管理し

ている。

　以下に平成 30 年 3 月時点での土地の所有者と公有化状況を示した表を掲載する。

表９：平成 30 年 3 月時点での土地の所有者と土地取得状況

場　所 所　有 面積 （㎡） 地　番 比　率 備　考
旧野口

研究所跡

地

板橋区

土地開

発公社

4,430.10 ㎡ 板橋区加賀一丁目

3356 番 177 及 び

178

35.29％ 平成 30 年 2 月板橋区土地開

発公社が取得し、 令和 3 年度

に区が買戻す予定である。

旧理化学

研究所跡

地

板橋区

土地開

発公社

2,858.99 ㎡ 板橋区加賀一丁目

3356 番 121

22.78％ 平成 29 年 4 月に板橋区土地

開発公社が取得し、 令和 3 年

度に区が買戻す予定である。

加賀公園 国 4,999.32 ㎡ 板橋区加賀一丁目

3356 番 149

39.83％ 区立加賀公園として、 国から

占用許可、 都から使用許可を

得ている。東京都 264.71 ㎡ 板橋区加賀一丁目

3356 番 148

2.10％

合計 12,553.12 ㎡ 100.00％

概要

・ 現在、 加賀一丁目 17 番には、 東京都水道局板橋給水所と区立加賀一丁目公園庭球

場が、 加賀二丁目 13 番には東京都水道局板橋給水所第二給水所と区立加賀二丁目公

園が設置されている。

・ 東京第二陸軍造兵廠時代は、 加賀一丁目 17 番には濾過池 ・ 浄水池、 加賀二丁目

13 番には沈殿池が設置されていた。

・ コンクリート構造物や土塁と思しき遺構が確認できるが、 詳細は不明である。

履歴

写真
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図 17：土地所有の状況

著作権法に基づく利用許諾番号：MMT利許第028号－37 測量法に基づく複製・使用承認番号：26都市基交測第271号著作権法に基づく利用許諾番号：MMT利許第028号－37 測量法に基づく複製・使用承認番号：26都市基交測第271号

凡例

国

板橋区土地開発公社

東京都

0 100m

（２）管理団体

　平成 31 年 3 月時点で、旧野口研究所跡地と旧理化学研究所跡地は板橋区土地開発

公社が所有し、加賀公園は国と東京都が所有している。また上記 3ヶ所はいずれも板

橋区が管理している (前頁掲載表を参照 )。

　なお文化財保護法第 113 条 1 項に規定される「管理団体」( ※ ) については、現在

板橋区はその指定を受けていないが、適切な史跡の保存・活用を可能にする組織体制

を構築するために、指定に向けた意見具申等を検討する。開園後の管理については、「第

9章　運営・体制」において、その方向性を提示する。

※「管理団体」とは、文化庁長官が地方公共団体等を指定し、史跡名勝天然記念

物所有者に代わって保存のために必要な管理及び復旧などを行わせる制度であ

る。詳細は「資料編 5」に条文を記載した。

（３）旧野口研究所跡地の土地所有に関する経緯

　平成 26 年まで野口研究所が研究施設として利用していた敷地は、板橋区加賀一丁

目 8 番地 ( 東側、約 10,470 ㎡ ) と９番地 ( 西側、約 3,237 ㎡ )、合計約 13,707 ㎡で

あった。なお、本計画における旧・火薬製造所エリアは、加賀一丁目 8番地の東側に

あたる。

　平成 26 年 6 月、野口研究所によって研究所敷地の開発計画が明らかにされたこと

により、板橋区は近代化遺産等の文化財的評価に基づき、当時の土地所有者である財

務省と借地権者の野口研究所に対して、当該地一帯の譲渡を申し出た。しかし、この

時点で野口研究所と第三者譲渡者である都内の開発事業者との間で売買等の計画が進
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行しており、板橋区が土地譲渡を受けられる状況ではなかった。

　これにより、旧野口研究所敷地内に所在する昭和 20 年以前の建造物・遺構群の現

状を把握するための現地調査を実施する必要が生じた。平成 26 年 11 月、日本を代表

する建築史を中心とした近代化遺産、産業史、爆破構造物体研究、鉄砲火薬史及び産

業考古学などを専門とする研究者を中心に「旧東京第二陸軍造兵廠内火薬研究所等近

代化遺産群調査団」を組織し、分野横断的な総合調査を実施した。この調査成果は、

平成 28 年 3 月に『旧東京第二陸軍造兵廠火薬研究所　近代化遺産群調査報告書』と

して刊行した。

　平成 27 年 3 月、旧野口研究所敷地の所有権がマンション建設を計画する開発事業

者に第三者譲渡されたため、これ以降土地譲渡に向けた交渉は、板橋区と開発事業者

との間で進めることになった。なお加賀一丁目 9番地の部分については、野口研究所

の新施設が建設されることが決定された。

　その後も板橋区と開発事業者は、遺構の保存に関する交渉を進めていたが、マンシ

ョン建設を計画していた敷地全体の土地譲渡を受けることは難しく、平成 29 年 1 月、

板橋区は同敷地のうち東側約 4,300 ㎡を取得することで開発事業者と合意に至った。

その後平成 29 年度土地評価審議会を経て、板橋区土地開発公社により同地の公有化

が完了した。

（４）平成 26 年調査時からの変更について

　平成 26 年に実施した調査では、旧野口研究所跡地の全域 (151 頁掲載図 18 参照 )

を保護対象としていたが、前述の通り保存できたのは、加賀一丁目 8 の東側であり、

旧野口研究所 ( 加賀一丁目 8) の約 42.3% である (151 頁掲載図 19 参照 )。板橋区が

取得できた旧野口研究所跡地の東側 (加賀一丁目 8東側 )には、発射場跡や加温貯蔵

室、燃焼実験室など火薬製造の一連の工程を示す遺構が現存している。

　一方で、保存することができなかった敷地内 (加賀一丁目 8西側および加賀一丁目

9) には、火薬研究所、爆薬製造実験室、耐熱試験室といった建造物が存在し、また

明治期に試射試験を行っていた砲架の遺構が埋蔵すると想定されていた。このため、

板橋区は所有者である開発事業者の協力を得ながら、試掘調査と爆薬製造実験室の曳

家による保存を実施した。

　まず試掘調査は、平成 28 年に板橋区が実施し、時間的な制限もあり調査目的のひ

とつであった明治期の砲架遺構を確認するに至らなかったが、旧建物の基礎や土塁跡

を検出するなど、一定の成果を得ることができた。この試掘調査の結果については、『陸

軍板橋火薬製造所跡調査報告書』(2017) に詳述している。

　次に爆薬製造実験室については、平成 29 年に曳家工事を実施している。爆薬製造

実験室とは、80 ～ 81 頁に既述した通り、爆薬の製造実験の機能を有していたと考え
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られる重要な施設で、指定地内に残る燃焼実験室、発射場、加温貯蔵室などの遺構・

歴史的建造物と関連づけることで、製造、実験、保管といった火薬の製造における一

連の工程を示すことが可能できる重要な建造物である。よって、指定地外に位置して

いた爆薬製造実験室のうち、建物の主要部分をなす「爆薬製造桝」を含む建物西側の

部分を切断し、指定地内に曳家して保存する方法がとられ、平成 29 年度に施工された。

なお曳家工事については、前述の調査団による調査報告書である『旧東京第二陸軍造

兵廠火薬研究所近代化遺産群調査報告書』(2016) においても、工事を実施して保存

することでその機能を示すことができる旨が記載されている。

　また、平成 28 年度に土地所有者であった開発事業者が行った土壌汚染対策調査の

結果では、戦前の銃砲弾試射や火薬製造の過程で発生した可能性がある鉛と水銀の汚

染が認められた。敷地の公有化にあたっては、開発事業者が土地汚染対策工事を東京

都ならびに区と協議を重ねながら完了することが、板橋区としての条件であったため、

開発事業者が土壌汚染対策法等の法令に基づく対策工事を完了させた上で、平成 29

年度、板橋区土地開発公社が土地を取得した。

　開発事業者によって施工された土壌対策工事は、マンション開発計画との関係から

時間的な制限があったが、敷地に残る文化財的価値を尊重し、板橋区と遺構の保存に

関する協議を行いながら進められた。なお土壌汚染対策工事の実施については、国史

跡指定の意見具申の中にも「なお、野口研究所敷地内には (中略 )水銀・鉛等の土壌

汚染が認められる。今後は汚染対策を実施した後、区へ譲渡するという段取りである」

と記載している。

　今後の保存整備事業においては、史跡として保護することができた指定地部分につ

いて、十分な調査を実施し、まだ明らかになっていない点も残る火薬製造所の全容把

握に努めていく。
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第２章　史跡指定地の概要と現況

図 19：平成 29 年 10 月　指定範囲

図 18：平成 26・27 年度　調査対象範囲




